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鳥類カルテの見方

表記の仕方： ◆ タイ ル ) 数字は当該欄の記載にあたり参照した文献番号を示す。

◆

標準和名、学名、目名、科名を、日本鳥類目録改訂第７版に準拠して記した。

◆ 少 レッ リスト の 状

R ：絶滅危惧IA類 （Critically Endangered)

ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの

N ：絶滅危惧IB類 (Endangered)

IA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの

V  ：絶滅危惧II類 (Vulnerable)

 ：準絶滅危惧 (Near Threatened)

- ：該当なし

 ：国際希少野生動植物種

 ：国内希少野生動植物種
- ：該当なし

+  ：絶滅危惧I類

絶滅の危機に瀕している種

 ：絶滅危惧IA類

ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの

N :絶滅危惧IB類

IA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの

V  ：絶滅危惧II類

絶滅の危険が増大している種

N  ：準絶滅危惧

現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性の

ある種

DD ：情報不足

評価するだけの情報が不足している種

 ：絶滅のおそれのある地域個体群

地域的に孤立している個体群で、絶滅の恐れが高いもの

- ：該当なし

境

国際自然保護連合（IUCN)により作成された全世界で絶滅の恐れのある野生生物のリスト（レッドリスト）
におけるカテゴリー（ランク）を記載。ここでは以下の4つのカテゴリーを対象に記載した（絶滅種、絶滅の
恐れの低い種は記載しなかった）。

絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成5年施行、通称「種の保存法」）により指
定された種について記載。主に取引が規制される「国際希少野生動植物種」と、取引に加え捕獲等が禁
止される「国内希少野生動植物種」がある。

環境省が定期的に作成・公表する「環境省版レッドリスト」（日本の絶滅のおそれのある野生生物の種の
リスト）におけるカテゴリー（ランク）について、最新版である2019年のリストをもとに記載。カテゴリーは
IUCNの評価基準に基づいて作成されている。

絶滅の危険が増大している種。現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近い
将来「絶滅危惧Ｉ類」のランクに移行することが確実と考えられるもの

存続基盤が脆弱な種。現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危
惧」として上位カテゴリーに移行する要素を有するもの

IUCN 種の保存 環境省 都道府県
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鳥類カルテの見方

表記の仕方： ◆ タイ ル ) 数字は当該欄の記載にあたり参照した文献番号を示す。

◆

標準和名、学名、目名、科名を、日本鳥類目録改訂第７版に準拠して記した。

◆ 少 レッ リス 状

R ：絶滅危惧IA類 （Critically Endangered)

ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの

N ：絶滅危惧IB類 (Endangered)

IA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの

V  ：絶滅危惧II類 (Vulnerable)

 ：準絶滅危惧 (Near Threatened)

- ：該当なし

 ：国際希少野生動植物種

 ：国内希少野生動植物種
- ：該当なし

+  ：絶滅危惧I類

絶滅の危機に瀕している種

 ：絶滅危惧IA類

ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの

N :絶滅危惧IB類

IA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの

V  ：絶滅危惧II類

絶滅の危険が増大している種

N  ：準絶滅危惧

現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性の

ある種

DD ：情報不足

評価するだけの情報が不足している種

 ：絶滅のおそれのある地域個体群

地域的に孤立している個体群で、絶滅の恐れが高いもの

- ：該当なし

国際自然保護連合（IUCN)により作成された全世界で絶滅の恐れのある野生生物のリスト（レッドリスト）
におけるカテゴリー（ランク）を記載。ここでは以下の4つのカテゴリーを対象に記載した（絶滅種、絶滅の
恐れの低い種は記載しなかった）。

絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成5年施行、通称「種の保存法」）により指
定された種について記載。主に取引が規制される「国際希少野生動植物種」と、取引に加え捕獲等が禁
止される「国内希少野生動植物種」がある。

環境省が定期的に作成・公表する「環境省版レ ドリスト」（日本の絶滅のおそれのある野生生物の種の
リスト）におけるカテゴリー（ランク）について、最新版である2019年のリストをもとに記載。カテゴリーは
IUCNの評価基準に基づいて作成されている。

絶滅の危険が増大している種。現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近い
将来「絶滅危惧Ｉ類」のランクに移行することが確実と考えられるもの

存続基盤が脆弱な種。現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危
惧」として上位カテゴリーに移行する要素を有するもの

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

- - V
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No. 35

カイツブリ
T b  ru i ol

)

る 3

7

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ○ ◎ ◎ 採餌 ◎

休息 ◎
営巣 ◎

文献

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

0

分 )4)

オセアニア、アフリカ、ユーラシア大陸の主に温帯
に広く分布し、多くが留鳥である。日本では北海
道、本州、四国、九州まで全国で繁殖している。
北日本（東北地方以北や多雪地域）のものは冬
は本州以南に移動するが、関東以南でなわばり
をもつ個体は、同じ場所に留まる。

全長約25～29cm。雌雄ともに褐色で、顔から頸側は赤
褐色。体が丸く尾羽は短い。夏羽と比べて、冬羽は全
体的に淡い色になる。カイツブリ類のなかで最も小型。
嘴の根元の黄白色と黄色の目が目立つ。繁殖期には
ケレケレケレ・・・と大きな声で鳴く。脚が体の後ろ端に
あり、水中に潜り自在に移動して採餌する。

り 分

留鳥

【採餌】
巧みに水中に潜って採餌する。1回の潜水時間は10～30秒位である。主に魚類、甲殻類、水生昆虫、貝
類などの動物質の餌を採るほか、水草も食べる。

【繁殖】
繁殖期は淡水域でつがいで生活する。なわばり性が強く、侵入者に対しては鳴きながら水面を蹴立てて
追い立てる。ヨシの茂みの中や、水中に繁茂する水草の上に水草を集めて浮巣をつくる。巣がヨシに絡
めて作られる場合は、ヨシが水につかった場所であることが多い。ヨシが生育する前に巣が作られることも
あるが、産卵はヨシが生育して巣が隠されてからである。3～6卵を産む。5月下旬から晩秋まで繁殖し、暖
地では周年繁殖することもある。

川 依 ) 4)

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

○
○

【非繁殖期の生態】
本州の太平洋岸地方や南西日本では一年中つがいでなわばりを形成して、その中で生息する。なわばり
から追い出された若鳥や北日本から移動してきた成鳥らは集まって群れで生活する。

川 の ・ に )

1),2),3),4) p9 引用文献全種共通参照

水際のヨシ群落や水草が密に育成する環境が営巣場所として特に重要である。こうした場所で工事を実
施する際には、事前に生息調査を行なうとともに、非繁殖期となる冬季に行なうことが望ましい。

© 公財)日本鳥類保護連盟
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No. 36

アカ リカイツブリ 
P i  i

1

る )

7 8

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 〇 採餌 ◎

休息 ◎
営巣 ○

引用文

8) 愛知県(2009) レッドデータブックあいち2009-動物編-

◎
◎

【非繁殖期の生態】
越冬地では、広い水面（主に海上）に1～2羽で分散して生活する。冬季でも比較的穏やかな入り江のよう
な環境を好む。

河 の ・ に る配

1),3),4) p9 引用文献全種共通参照

主に沿岸部で、小型の魚類や水生動物を捕食するため、これらの動物が育成する藻場や浅瀬の保全に
努めることが勧められている。河川においても、河口部では餌資源である小魚等の住処となる環境を保全
することが望ましい。

【採餌】
巧みに水中に潜って採餌する。主に魚類、節足動物を餌とする。

【繁殖】
日本では北海道の湖沼で繁殖している。4～8月にかけて、カイツブリと同様に水草などで浮巣をつくる。
一夫一妻で、繁殖は年１回行い、一度に4～5卵を産む。21～23日で孵化する。繁殖初期は、オスがアー
アーと、メスがキキキ・・・と鳴き交わす。

川 形 依 3 4)

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

分 )4

ヨーロッパ、西シベリア、シベリア東部、北アメリカ
北部で繁殖し、ヨーロッパ、東アジア北アメリカな
どの沿岸部で越冬する。日本では、北海道で繁
殖し、本州以南では冬鳥として、沿岸や河口など
に渡来する。

全長約47cm。雌雄ともに、夏羽は頭が黒く、頬から喉に
かけて灰色で頸は赤褐色。嘴はまっすぐで黄色く、先
端が黒色。冬羽は全体が暗褐色で、下面は淡い。頬や
喉は白っぽく、頸は淡い褐色。ミミカイツブリは顔の模
様が似るが、本種はずっと大きいため区別できる。ま
た、カンムリカイツブリは本種よりずっと大きいが、顔の
白色部の面積が広く、本種は頭から顔の黒色の部分が
広いことで区別できる。

り 分

冬鳥(留鳥)

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

© 公財)日本鳥類保護連盟
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No. 36

アカ リカイツブリ 
P i  i

1

る )

7 8

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 〇 採餌 ◎

休息 ◎
営巣 ○

引用文

8) 愛知県(2009) レッドデータブックあいち2009-動物編-

◎
◎

【非繁殖期の生態】
越冬地では、広い水面（主に海上）に1～2羽で分散して生活する。冬季でも比較的穏やかな入り江のよう
な環境を好む。

河 の ・ に る配

1),3),4) p9 引用文献全種共通参照

主に沿岸部で、小型の魚類や水生動物を捕食するため、これらの動物が育成する藻場や浅瀬の保全に
努めることが勧められている。河川においても、河口部では餌資源である小魚等の住処となる環境を保全
することが望ましい。

【採餌】
巧みに水中に潜って採餌する。主に魚類、節足動物を餌とする。

【繁殖】
日本では北海道の湖沼で繁殖している。4～8月にかけて、カイツブリと同様に水草などで浮巣をつくる。
一夫一妻で、繁殖は年１回行い、一度に4～5卵を産む。21～23日で孵化する。繁殖初期は、オスがアー
アーと、メスがキキキ・・・と鳴き交わす。

川 形 依 3 4)

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

分 )4

ヨーロッパ、西シベリア、シベリア東部、北アメリカ
北部で繁殖し、ヨーロッパ、東アジア北アメリカな
どの沿岸部で越冬する。日本では、北海道で繁
殖し、本州以南では冬鳥として、沿岸や河口など
に渡来する。

全長約47cm。雌雄ともに、夏羽は頭が黒く、頬から喉に
かけて灰色で頸は赤褐色。嘴はまっすぐで黄色く、先
端が黒色。冬羽は全体が暗褐色で、下面は淡い。頬や
喉は白っぽく、頸は淡い褐色。ミミカイツブリは顔の模
様が似るが、本種はずっと大きいため区別できる。ま
た、カンムリカイツブリは本種よりずっと大きいが、顔の
白色部の面積が広く、本種は頭から顔の黒色の部分が
広いことで区別できる。

り 分

冬鳥(留鳥)

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

© 公財)日本鳥類保護連盟
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No. 37

カンムリカ ツブリ 
 i  

)

8

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ 採餌 ◎

休息 ◎
営巣 ◎

引 文

【非繁殖期の生態】
かつて越冬数は少なかったが、1970年代より増加傾向にある。日中に、単独また群れで採餌する。渡りの
時期には、大きな群れになることがある。

川 ・ に る 4

1),3),4),6) p9 引用文献全種共通参照

生存を脅かす要因として、営巣適地（草地と水辺）の減少と、オオクチバスなどの外来種による餌（小型魚
類）の減少、越冬地での人為的撹乱などがある。営巣・採餌環境を整え、生息地を攪乱しないようにする
ことが望ましい。

【採餌】
巧みに水中に潜って採餌する。魚類を主食とするが、イモリや水生昆虫類も食べる。

【繁殖】
青森県と滋賀県で局所的に繁殖が確認されている。繁殖は主に湖や大きなため池で行う。早春につがい
を形成してなわばりを持つ。雌雄で向かい合い、互いに首を振り、鳴き交わして求愛する。繁殖期は4～9
月で、ヨシやマコモが密生する場所で、外径70～90cmの浮巣または水底に置かれた巣をつくる。2～6卵
を産み、雌雄で抱卵、21～28日で孵化する。ヒナは孵化直後から泳ぐことができる。

◎
◎

り 分

冬鳥（留・旅鳥）

の 3 )6

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

分 布 )4 )

ユーラシア大陸の中緯度地方に広く繁殖する。
オーストラリアやアフリカでも孤立した繁殖群があ
る。ヨーロッパ南部、アフリカ、アジア南部で越冬
する。日本では、主に冬鳥として渡来し、本州以
南で越冬する。北海道では旅鳥である。なお、主
に青森県や滋賀県（琵琶湖）では少数が繁殖して
いる。

全長約56cm。カイツブリ類の中で最大の種である。頸
が長く、雌雄ともに夏羽では頭部に黒色と赤褐色の飾
り羽があり、前頸が白色。冬羽では、頸が白色、後頸が
黒色でコントラストが特徴的である。繁殖期には雌雄で
カッカッカッ・・・と鳴く。越冬地では、小さくカッカッと鳴
く。

© 公財)日本鳥類保護連盟冬 か
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No. 38

ミミカイツブリ
i  i

1 )

ら )

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 〇 採餌 ◎

休息 ◎
営巣

文

【採餌】
巧みに水中に潜って採餌する。越冬地では、魚類、甲殻類、昆虫類などを餌とする。

【非繁殖期の生態】
越冬地では、他のカイツブリ類の群れに入ることもあるが、単独でいることが多い。主に海上で生活する。

川 の ・ け 配
アカエリカイツブリと同様に主に沿岸部で小型の魚類や水生動物を捕食することから、これらの動物が生
息する藻場や浅瀬の保全に努めることが勧められている。河川においても、河口部では餌資源である小
魚等の住処となる環境を保全することが望ましい。

1),3),4) p9 引用文献全種共通参照

8) 愛知県(2009) レッドデータブックあいち2009-動物編-

り 分

冬鳥(旅鳥）
)4

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

V

分 1)4

アジア、アフリカ、ヨーロッパ、北アメリカに広く生
息する。日本では、全国の内湾、港、河口、湖
沼、池、河川などに冬鳥として渡来する。北海道
では旅鳥である。

全長約35cm。雌雄ともに冬羽は頭から背にかけて黒褐
色で喉、頬、腹は白っぽい。目は赤く、嘴は黒色でまっ
すぐである。越冬地では稀に、ピィーと聞こえる声で鳴
く。ハジロカイツブリは同様の環境に冬鳥として飛来す
るが、本種は頭頂の黒色部と喉から頬の白色部の境界
がはっきりしており、嘴がまっすぐであることで区別でき
る。また、ハジロカイツブリとは異なり、単独でみられるこ
とが多い。

© 公財)日本鳥類保護連盟

 

 
  

 

No. 38

ミミカイツブリ
i  i

1 )

ら )

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 〇 採餌 ◎

休息 ◎
営巣

文

【採餌】
巧みに水中に潜って採餌する。越冬地では、魚類、甲殻類、昆虫類などを餌とする。

【非繁殖期の生態】
越冬地では、他のカイツブリ類の群れに入ることもあるが、単独でいることが多い。主に海上で生活する。

川 の ・ け
アカエリカイツブリと同様に主に沿岸部で小型の魚類や水生動物を捕食することから、これらの動物が生
息する藻場や浅瀬の保全に努めることが勧められている。河川においても、河口部では餌資源である小
魚等の住処となる環境を保全することが望ましい。

1),3),4) p9 引用文献全種共通参照

8) 愛知県(2009) レッドデータブックあいち2009-動物編-

り 分

冬鳥(旅鳥）
)4

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

V

分 1)4

アジア、アフリカ、ヨーロッパ、北アメリカに広く生
息する。日本では、全国の内湾、港、河口、湖
沼、池、河川などに冬鳥として渡来する。北海道
では旅鳥である。

全長約35cm。雌雄ともに冬羽は頭から背にかけて黒褐
色で喉、頬、腹は白っぽい。目は赤く、嘴は黒色でまっ
すぐである。越冬地では稀に、ピィーと聞こえる声で鳴
く。ハジロカイツブリは同様の環境に冬鳥として飛来す
るが、本種は頭頂の黒色部と喉から頬の白色部の境界
がはっきりしており、嘴がまっすぐであることで区別でき
る。また、ハジロカイツブリとは異なり、単独でみられるこ
とが多い。

© 公財)日本鳥類保護連盟
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No. 39

ハジロカイツブリ 
di  lli

)

ら る 3)

7

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ 採餌 ◎

休息 ◎
営巣

引 文

【採餌】
巧みに水中に潜って採餌する。越冬地では、魚類、甲殻類が主要な餌となる。

【非繁殖期の生態】
越冬地では、数羽から数十羽の群れで生活するものが多いが、渡りの時期には数千羽を超す群れになる
こともある。

川 の ・ け )

アカエリカイツブリと同様に主に沿岸部で小型の魚類や水生動物を捕食することから、これらの動物が生
息する藻場や浅瀬の保全に努めることが勧められている。河川においても、河口部では餌資源である小
魚等の住処となる環境を保全することが望ましい。

1),3),4) p9 引用文献全種共通参照

8) 愛知県(2009) レッドデータブックあいち2009-動物編-

分

冬鳥(旅鳥）

川 の 形 )4

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

分 1 )4

アジア、アフリカ、ヨーロッパ、北アメリカに広く生
息する。日本では、本州以南の海岸、河口、湖
沼、池などに冬鳥として渡来する。北海道では旅
鳥である。

全長約33cm。雌雄ともに、冬羽は頭から背にかけて黒
褐色で喉、頬、腹は白っぽく、目は赤い。嘴は黒っぽ
く、上に反っている。越冬地では稀に、ピィーと聞こえる
声で鳴く。ミミカイツブリは同様の環境に冬鳥として渡来
するが、本種は頭頂の黒色部と喉から頬の白色部の境
界がはっきりしないこと、嘴が上に反っていることなどで
区別できる。

© 公財)日本鳥類保護連盟
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No. 40

ジバト
r t lia rien li

見ら る )

7

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ○ ◎ ◎ 採餌

休息
営巣

文

○○ ◎ ○ ◎
○

◎

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

分 )

ユーラシア大陸の東、西シベリア、インドより東側
に分布する。北方で繁殖する個体は南へ渡る。日
本では、全国に生息するが、北海道のものは冬季
に本州以南に渡る。

全長約33cm。雌雄ともに、頭部や胸から腹にかけては
灰褐色で、翼は茶褐色のウロコ模様がある。頸の両側
に青灰色と黒色の横縞模様の斑がある。都市部で見ら
れるドバト（カワラバト）よりやや小さい。主に繁殖期にオ
スがデデーポッポー、と低い声で繰り返し鳴く。つがい
で一緒に行動することが多い。

り区分

留鳥(夏鳥）

川 の 形 依 3 )

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

△

【採餌】
主な餌は、植物の果実や種子、花、芽、草の種子など植物性のものが多いが、時にミミズや昆虫などの小
動物を食べることもある。樹上で餌を探したり、地上でも歩いて餌を探す。

【繁殖】
通常低地から低い山地の林で、また、市街地の公園や街路樹、住宅地でも繁殖する。一夫一妻で、相手
がいなくならない限り一生を共にする。繁殖期は長く、初夏から盛んになり秋にピークを迎え、暖かい地方
では一年中繁殖する。樹上に皿型の巣をつくり、1～2卵を産む。雌雄の役割分担がはっきりしており、造
巣時には、オスが巣材の運搬を行いメスが樹上で材料を受け取り枝を組む。産卵後は昼間はオスが抱卵
し、夜間はメスが抱卵する。

◎

【非繁殖期の生態】
北海道の個体は本州以南に移動する。一年を通してつがいで生活するものが多いが、繁殖していない個
体は群れになって生活する。

川 整 ・

1),2),3),5) p9 引用文献全種共通参照

営巣地となる河畔林を残し、餌となる植物の種子が豊富な草地などの生息環境を維持することが望まれ
る。

© 公財)日本鳥類保護連盟

 

 
 

 

 

No. 40

ジバト
r t lia ri n li

見ら る )

7

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ○ ◎ ◎ 採餌

休息
営巣

文

○○ ◎ ○ ◎
○

◎

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

分 )

ユーラシア大陸の東、西シベリア、インドより東側
に分布する。北方で繁殖する個体は南へ渡る。日
本では、全国に生息するが、北海道のものは冬季
に本州以南に渡る。

全長約33cm。雌雄ともに、頭部や胸から腹にかけては
灰褐色で、翼は茶褐色のウロコ模様がある。頸の両側
に青灰色と黒色の横縞模様の斑がある。都市部で見ら
れるドバト（カワラバト）よりやや小さい。主に繁殖期にオ
スがデデーポッポー、と低い声で繰り返し鳴く。つがい
で一緒に行動することが多い。

り区分

留鳥(夏鳥）

川 の 形 依 3 )

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

△

【採餌】
主な餌は、植物の果実や種子、花、芽、草の種子など植物性のものが多いが、時にミミズや昆虫などの小
動物を食べることもある。樹上で餌を探したり、地上でも歩いて餌を探す。

【繁殖】
通常低地から低い山地の林で、また、市街地の公園や街路樹、住宅地でも繁殖する。一夫一妻で、相手
がいなくならない限り一生を共にする。繁殖期は長く、初夏から盛んになり秋にピークを迎え、暖かい地方
では一年中繁殖する。樹上に皿型の巣をつくり、1～2卵を産む。雌雄の役割分担がはっきりしており、造
巣時には、オスが巣材の運搬を行いメスが樹上で材料を受け取り枝を組む。産卵後は昼間はオスが抱卵
し、夜間はメスが抱卵する。

◎

【非繁殖期の生態】
北海道の個体は本州以南に移動する。一年を通してつがいで生活するものが多いが、繁殖していない個
体は群れになって生活する。

川 ・

1),2),3),5) p9 引用文献全種共通参照

営巣地となる河畔林を残し、餌となる植物の種子が豊富な草地などの生息環境を維持することが望まれ
る。

© 公財)日本鳥類保護連盟
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No. 44

メウ
h l x  

る 3)

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 △ 採餌 ◎

休息 ◎
営巣

引 文
1),3),4),6) p9 引用文献全種共通参照

減少の要因は明らかではない。ヒメウが利用する可能性のある河口部で餌資源が減少しないよう、護岸工
事、開発時の配慮が望まれる。

○
◎

【採餌】
潜水して魚をとらえる。採餌する海域がウミウより沖合に出ているといわれている。北海道沿岸部では繁殖
期にキュウリウオ、コマイ、シシャモ、イカナゴなどの魚の他、甲殻類を捕食している。

【繁殖】
海岸や断崖の岩棚でコロニーを形成して繁殖する。5～7月中旬に岩棚に皿型の巣をつくり、2～6卵（3卵
のことが多い）を産む。営巣場所が険しい場所にあり、観察例が少なく、詳しいことが明らかにされていな
い。

【非繁殖期の生態】
ウミウに混じって、沿岸部でみられることが多い。ウミウと一緒に海岸沿いの崖などでねぐらをとることもあ
る。

全に る

り 分

冬鳥（留鳥）

○

川 の 形 )4

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

分 1 4)

ベーリング海沿岸から千島列島、カムチャツカ半
島、サハリン、アリューシャン列島、北アメリカの太
平洋沿岸に分布する。日本では北海道から本
州、九州の日本海沿岸で局地的に繁殖するが、
数は少ない。北海道では留鳥、本州以南におい
ては繁殖地以外の地域で冬鳥である。

全長約73cm。ウミウやカワウより小さい。雌雄ともに体は
黒色で、背と雨覆は紫色を帯びた金属光沢がある。繁
殖期の嘴の根元は赤色、非繁殖期には紫色を帯びた
黒色となる。グゥゥゥ・・・と鳴く。ウミウと一緒にいることも
多いが、ウミウより小さく、顔と嘴が黒いことで区別でき
る。

© 公財)日本鳥類保護連盟冬

 

  

  

 

 

No. 44

メウ
h l x  

る 3)

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 △ 採餌 ◎

休息 ◎
営巣

引 文
1),3),4),6) p9 引用文献全種共通参照

減少の要因は明らかではない。ヒメウが利用する可能性のある河口部で餌資源が減少しないよう、護岸工
事、開発時の配慮が望まれる。

○
◎

【採餌】
潜水して魚をとらえる。採餌する海域がウミウより沖合に出ているといわれている。北海道沿岸部では繁殖
期にキュウリウオ、コマイ、シシャモ、イカナゴなどの魚の他、甲殻類を捕食している。

【繁殖】
海岸や断崖の岩棚でコロニーを形成して繁殖する。5～7月中旬に岩棚に皿型の巣をつくり、2～6卵（3卵
のことが多い）を産む。営巣場所が険し 場所にあり、観察例が少なく、詳しいことが明らかにされていな
い。

【非繁殖期の生態】
ウミウに混じって、沿岸部でみられることが多い。ウミウと一緒に海岸沿いの崖などでねぐらをとることもあ
る。

全に る

り 分

冬鳥（留鳥）

○

川 の 形 )4

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

分 1 4)

ベーリング海沿岸から千島列島、カムチャツカ半
島、サハリン、アリューシャン列島、北アメリカの太
平洋沿岸に分布する。日本では北海道から本
州、九州の日本海沿岸で局地的に繁殖するが、
数は少ない。北海道では留鳥、本州以南におい
ては繁殖地以外の地域で冬鳥である。

全長約73cm。ウミウやカワウより小さい。雌雄ともに体は
黒色で、背と雨覆は紫色を帯びた金属光沢がある。繁
殖期の嘴の根元は赤色、非繁殖期には紫色を帯びた
黒色となる。グゥゥゥ・・・と鳴く。ウミウと一緒にいることも
多いが、ウミウより小さく、顔と嘴が黒いことで区別でき
る。

© 公財)日本鳥類保護連盟冬
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No. 48

シ イ
 i i  

) )

)

9

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ○ ◎ 採餌 〇

休息
営巣

文

河 ける配 )

本種の生息には水田、ヨシ原、湿地などの水辺の環境の維持が不可欠である。特に営巣場所は下に水
がある場所を好むため、ヒメガマやフトイが生育するような営巣に適した湿地の保全が望まれる。

1),2),3),4) p9 引用文献全種共通参照

8) 上田恵介（1996）ヨシゴイはなぜ集団で繁殖するのか：巣場所選びと繁殖成功, Strix, 14: 55-63

【繁殖】
5月下旬～6月にかけて4～6卵を産み、17～19日間抱卵し孵化する。孵化後、17～18日で巣立つ。巣立
ち後さらに約1ヶ月ほど親鳥と行動を共にし、独立する。

【繁殖期の生態】

9) 内田博,松田喬（1990）ヨシゴイ Ixobrychus sinensis の集団繁殖,日本鳥学会誌, 39(2): 53-61

湖沼や河川の抽水植物群落に営巣する。草の下に水があるような場所を好み、巣は地上0.3～1.5ｍの高
さのヨシやマコモ、ヒメガマなどの茎や葉を折り曲げて皿状の巣をつくる。単独営巣に加え、数mの巣間距
離で2～10数巣が営巣する小規模なコロニーを形成して繁殖することもある。オスは夕方や早朝に
オーッ、オーッと太い声で鳴く。その後は、同じ湿地にとどまっているが行動が目立たなくなり、見ることは
難しくなる。

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

【採餌】
水田、湿地、ヨシ原などでじっと立ち止まって待ち伏せしたり静かに歩いたりして、魚やザリガニ、カエル、
昆虫などを捕らえる。

◎
◎
◎

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

〇

分 1 )

中国からインドにかけてのアジア大陸、マレー半
島、スマトラ島、ジャワ島、フィリピン、ニューギニ
ア、ミクロネシアに分布し、中国北部から中部、日
本で繁殖したものは冬に南へ渡る。日本には夏
鳥として渡来し、九州以北で繁殖する。

全長約37㎝。雌雄ともに全身が黄褐色で縦に細長い
体型をしている。雄の腹面には縦斑はないが、雌には
褐色の縦斑がある。尾羽と風切羽は黒色で、飛ぶとき
に目立つ。オーオーとかウーウーと鳴く。オオヨシゴイ
はヨシゴイよりもひと回り大きく、体の上面は栗色であ
る。リュウキュウヨシゴイは翼がほぼ一様に赤褐色であ
り、雨覆羽が黄褐色、風切羽が黒色のヨシゴイと区別で
きる。

分

夏鳥

川 の利 形 ) )4)

© 公財)日本鳥類保護連盟メス

 

  

 

No. 48

シ イ
 i i  

) )

)

9

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ○ ◎ 採餌 〇

休息
営巣

文

河 ける )

本種の生息には水田、ヨシ原、湿地などの水辺の環境の維持が不可欠である。特に営巣場所は下に水
がある場所を好むため、ヒメガマやフトイが生育するような営巣に適した湿地の保全が望まれる。

1),2),3),4) p9 引用文献全種共通参照

8) 上田恵介（1996）ヨシゴイはなぜ集団で繁殖するのか：巣場所選びと繁殖成功, Strix, 14: 55-63

【繁殖】
5月下旬～6月にかけて4～6卵を産み、17～19日間抱卵し孵化する。孵化後、17～18日で巣立つ。巣立
ち後さらに約1ヶ月ほど親鳥と行動を共にし、独立する。

【繁殖期の生態】

9) 内田博,松田喬（1990）ヨシゴイ Ixobrychus sinensis の集団繁殖,日本鳥学会誌, 39(2): 53-61

湖沼や河川の抽水植物群落に営巣する。草の下に水があるような場所を好み、巣は地上0.3～1.5ｍの高
さのヨシやマコモ、ヒメガマなどの茎や葉を折り曲げて皿状の巣をつくる。単独営巣に加え、数mの巣間距
離で2～10数巣が営巣する小規模なコロニーを形成して繁殖することもある。オスは夕方や早朝に
オーッ、オーッと太い声で鳴く。その後は、同じ湿地にとどまっているが行動が目立たなくなり、見ることは
難しくなる。

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

【採餌】
水田、湿地、ヨシ原などでじっと立ち止まって待ち伏せしたり静かに歩いたりして、魚やザリガニ、カエル、
昆虫などを捕らえる。

◎
◎
◎

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

〇

分 1 )

中国からインドにかけてのアジア大陸、マレー半
島、スマトラ島、ジャワ島、フィリピン、ニューギニ
ア、ミクロネシアに分布し、中国北部から中部、日
本で繁殖したものは冬に南へ渡る。日本には夏
鳥として渡来し、九州以北で繁殖する。

全長約37㎝。雌雄ともに全身が黄褐色で縦に細長い
体型をしている。雄の腹面には縦斑はないが、雌には
褐色の縦斑がある。尾羽と風切羽は黒色で、飛ぶとき
に目立つ。オーオーとかウーウーと鳴く。オオヨシゴイ
はヨシゴイよりもひと回り大きく、体の上面は栗色であ
る。リュウキュウヨシゴイは翼がほぼ一様に赤褐色であ
り、雨覆羽が黄褐色、風切羽が黒色のヨシゴイと区別で
きる。

分

夏鳥

川 の利 形 ) )4)

© 公財)日本鳥類保護連盟メス
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6)

)

8

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 〇 採餌 〇

休息
営巣

引用

河川 の整 に る
本種は、繁殖地の環境が保全されているようでも生息が確認されなくなる例もあり、個体数が激減してい
る。東南アジアの越冬地での生息環境の悪化が影響している可能性もある。数が少ないため、生息が確
認された場合には、極力生息地をそのまま保全することが望ましい。

1),3),4),6) p9 引用文献全種共通参照

8) 中村登流,中村雅彦（1995）原色日本野鳥生態図鑑-水鳥編-,保育社

【繁殖】
繁殖期は5～8月で、1度に3～5卵を産み、抱卵日数は17～19日、巣立ちまでさらに17～18日を要する。
巣立ち後さらに約1ヶ月ほど親鳥と行動を共にし、独立する。

9) 沖縄県（2017）改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（レッドデータおきなわ）第3版-動物編-

◎

【繁殖期の生態】
ヨシゴイより乾燥した草原を好み、草原の地上に枯れた草本を集めて皿状の巣をつくる。水辺では、ヨシ
の茎に巣をかける。年に１回の繁殖が普通で、一夫一妻で繁殖する。単独で営巣するが、2～4巣が集中
して巣をつくることもある。ヒナ・親鳥共に外敵が近づくと頸を真っすぐに伸ばして周囲のヨシに擬態する。

【採餌】
日中はヨシ原などで休息し、夕方から早朝に活動する。水田、湿地、ヨシ原などで姿勢を低く構えて待ち
伏せする。主に魚類を採り、カエルなどの両生類、昆虫類、甲殻類なども捕らえて食べる。

〇

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

C

分 布 )4 )

サハリン、千島列島南部、沿海州、シベリア南東
部、中国、朝鮮半島で繁殖し、東南アジアで越冬
する。日本では、本州中部以北に夏鳥として飛来
する。ただし、近年の確実な繁殖は青森県のみで
あり、確認されない年もある。

全長約40cm。上面が暗栗色をした小型のサギ。オスの
下面は黄白色。前頸に１本の暗色縦斑がある。メスは
上面が暗栗色で白色の斑があり、下面には褐色の縦
斑が数本ある。オーオーとヨシゴイに似た声で鳴くが、
テンポが2倍以上速い。ヨシゴイはオオヨシゴイよりもひ
と回り小さく、体の上面は黄褐色である。リュウキュウヨ
シゴイは翼がほぼ一様に赤褐色で、背面と下面の色が
違うオオヨシゴイと区別できる。

り 分

夏鳥

の 3 )6 )

◎
◎

日 隆 ) )

日本動 大 科

平 ) © 公財)日本鳥類保護連盟オス
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ゴイサ
  

)

)

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 △ ◎ ◎ 採餌 〇 ◎

休息 △ △
営巣

引 文

集団繁殖性サギ類のコロニーは、河川外の住宅地に隣接する場所に形成された際には、騒音や糞害の
ため人との軋轢が生じやすい。住宅地からある程度離れた河川区域にコロニーやねぐらがある場合は、
長年存続する貴重な場所である可能性が高く、極力保全することが望ましい。また、付近に餌場があるこ
とも大切である。河川工事の際には、河川の水質や周辺の水田等との連続性の確保等、小動物の生息
に配慮することが望ましい。

1),2),3),4),7) p9 引用文献全種共通参照

繁殖期と同様に日中は集団でねぐらをとり、夕方から朝方にかけて活動する。ただし、育雛期のような日
中の活動は少なくなるが、採餌効率が良い場合には日中も活動する。東北地方の個体は9月になると、
夕方にねぐらから群れで出発し、暖地へ渡る。

◎

【採餌】

【繁殖】
本種単独で、又は他の集団繁殖性サギ類とともに、平地の雑木林や松林、竹林等にコロニーを形成して
繁殖する。枝の上に、枯枝を主材にして皿状の巣を作る。産卵期は一般に4～8月頃で、3～6卵を産む。
抱卵日数は21日、孵化後28日あまりで巣立つ。給餌はヒナが自分で飛べるようになるまで続けられる。本
種は通常夜間に採餌するが、育雛期には、日中も採餌し、昼夜を問わず活動する。

【非繁殖期の生態】

河川 の整 に る

川 依 ) )4

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

◎ △

主に夜行性で、日中は休み、夕方から活動する。通常は浅瀬をゆっくり歩きながら、あるいは岸辺にじっと
佇みながら魚が近づいてくるのを待ち、魚を見つけると、縮めていた頸をサッと伸ばして嘴で捕らえる。主
に魚を採餌するが、水生昆虫やカエルなども捕食する。

△
◎ ◎

ユーラシア大陸南部、日本、フィリピン、ジャワ島、
北アフリカおよび南アフリカの一部、北アメリカ大
陸の南部および南アメリカで広く繁殖する。日本
では本州から九州で繁殖する。東北地方以北で
は夏鳥で冬季は暖地に移動し、西南日本で繁殖
した個体の一部はフィリピンなどに渡る。

全長約57㎝。雌雄ともに成鳥は背面が灰色、頭頂部と
背・肩が緑青色の光沢のある黒色で腹面は白色。嘴は
黒色、足は黄色。繁殖期には頭頂部から白くて長い飾
羽が2本出る。幼鳥はホシゴイとよばれ、全身灰褐色に
淡色の小斑がある。グワアッとかゴアゴアと大声で鳴く。
似た種にササゴイがいるが、本種より小型で全体に
黒っぽく、腹面が白くないこと、風切羽の羽縁が白色で
笹の葉のような模様が出ることで区別できる。

り 分

留鳥(夏鳥）

分 1)

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

© 公財)日本鳥類保護連盟
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ゴイサ
  

)

)

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 △ ◎ ◎ 採餌 〇 ◎

休息 △ △
営巣

引 文

集団繁殖性サギ類のコロニーは、河川外の住宅地に隣接する場所に形成された際には、騒音や糞害の
ため人との軋轢が生じやすい。住宅地からある程度離れた河川区域にコロニーやねぐらがある場合は、
長年存続する貴重な場所である可能性が高く、極力保全することが望ましい。また、付近に餌場があるこ
とも大切である。河川工事の際には、河川の水質や周辺の水田等との連続性の確保等、小動物の生息
に配慮することが望ましい。

1),2),3),4),7) p9 引用文献全種共通参照

繁殖期と同様に日中は集団でねぐらをとり、夕方から朝方にかけて活動する。ただし、育雛期のような日
中の活動は少なくなるが、採餌効率が良い場合には日中も活動する。東北地方の個体は9月になると、
夕方にねぐらから群れで出発し、暖地へ渡る。

◎

【採餌】

【繁殖】
本種単独で、又は他の集団繁殖性サギ類とともに、平地の雑木林や松林、竹林等にコロニーを形成して
繁殖する。枝の上に、枯枝を主材にして皿状の巣を作る。産卵期は一般に4～8月頃で、3～6卵を産む。
抱卵日数は21日、孵化後28日あまりで巣立つ。給餌はヒナが自分で飛べるようになるまで続けられる。本
種は通常夜間に採餌するが、育雛期には、日中も採餌し、昼夜を問わず活動する。

【非繁殖期の生態】

河川 の整 に る

川 依 ) )4

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

◎ △

主に夜行性で、日中は休み、夕方から活動する。通常は浅瀬をゆっくり歩きながら、あるいは岸辺にじっと
佇みながら魚が近づいてくるのを待ち、魚を見つけると、縮めていた頸をサッと伸ばして嘴で捕らえる。主
に魚を採餌するが、水生昆虫やカエルなども捕食する。

△
◎ ◎

ユーラシア大陸南部、日本、フィリピン、ジャワ島、
北アフリカおよび南アフリカの一部、北アメリカ大
陸の南部および南アメリカで広く繁殖する。日本
では本州から九州で繁殖する。東北地方以北で
は夏鳥で冬季は暖地に移動し、西南日本で繁殖
した個体の一部はフィリピンなどに渡る。

全長約57㎝。雌雄ともに成鳥は背面が灰色、頭頂部と
背・肩が緑青色の光沢のある黒色で腹面は白色。嘴は
黒色、足は黄色。繁殖期には頭頂部から白くて長い飾
羽が2本出る。幼鳥はホシゴイとよばれ、全身灰褐色に
淡色の小斑がある。グワアッとかゴアゴアと大声で鳴く。
似た種にササゴイがいるが、本種より小型で全体に
黒っぽく、腹面が白くないこと、風切羽の羽縁が白色で
笹の葉のような模様が出ることで区別できる。

り 分

留鳥(夏鳥）

分 1)

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

© 公財)日本鳥類保護連盟
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区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 △ ◎ ◎ 採餌 ◎

休息 ○
営巣

文

川 全に 7)

渡来数の多さは営巣する樹木の有無に左右されることが報告されている。河川改修工事等では、河畔林
はなるべく保存することが望ましい。本種は他のサギ類に比べてコロニーの規模が小さい（個体数が少な
い）ため、河川内の繁殖地の保全には注意が必要である。

1),2),3),4),7) p9 引用文献全種共通参照

【採餌】

【繁殖】
九州には3月、本州は4月頃渡来し、水辺近くの樹上に、単独又は集団でコロニーを形成して繁殖する。
木の枝で皿状の巣を作り、3～6卵を産む。抱卵日数は21～25日くらいで、雛は孵化後2～3週間で巣の
近くに移動できるようになる。十分に飛べるようになるのは孵化後6週間目位である。

【非繁殖期の生態】
九州南部以南では、冬鳥として10月～翌年3月まで滞在する。越冬地においても、繁殖期同様に水辺で
魚や水生動物を捕らえて餌とする。

浅瀬を歩きながら、あるいは岸辺で待ち伏せし、魚、カエル、ザリガニ、水生昆虫などを食べる。熊本県の
水前寺公園では、木の葉の切れ端などを投げて魚をおびき寄せ、魚を捕る「投げ餌漁」を行うことが知ら
れている。この習性は海外でも観察されている。

川 利 )3)4)7)

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

△

分 1 )7

ヨーロッパ、中東、アジア、アフリカ、南北アメリカ
の温帯から熱帯にかけて広く繁殖・越冬する留鳥
である。日本には夏鳥として渡来し、本州から九
州までの各地の平地で繁殖する。九州南部や本
州の一部地域では越冬している。近年、北海道と
沖縄本島においても繁殖が確認された。

全長約52㎝。雌雄ともに、成鳥の頭上は黒色、背と雨
覆羽は青緑色の光沢のある黒褐色、風切羽は黒褐色
で羽縁が白色の笹の葉のような模様が出る。下面は淡
い紫灰色で、目と足は黄色である。幼鳥は黒褐色で翼
には灰白色の斑点があり、喉の両側に白い線がある。
キューまたはピューという鋭い声で鳴く。ゴイサギに似る
が、本種より大きく、背と雨覆羽は模様のない黒色で下
面が白いこと、鳴き声が異なることで区別できる。

分

夏鳥（冬鳥）

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

○
○ ◎ ○

◎ ○

© 公財)日本鳥類保護連盟
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ア ガシラサ
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)

る 3 )

2

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 〇 ○ 採餌 〇 ◎

休息 ○
営巣

文

川 の ・ け )

日本は主要な生息地ではないが、他の集団繁殖性サギ類のコロニーに混じって繁殖すること、越冬期に
は水辺で生活することなどが確認されており、他のサギ類の営巣・採餌環境の保全を行うことが本種の保
護につながると考えられる。

1),3),4) p9 引用文献全種共通参照

8) 中川博史（1998）鶴見川で越冬したアカガシラサギの観察記録, Binos, 5: 37-51

○

【国内での利用環境】
稀に通過する旅鳥で、採餌環境である湿地や池沼などの水辺、草地などで見られる。詳しい生態は不明
であるが、国内で繁殖した際は、他の集団繁殖性サギ類のコロニーに混じって営巣していた記録があり、
同様の環境を好むようである。

【非繁殖期の生態】

9) 光永汪,今村京一郎（1996）熊本県におけるアカガシラサギの繁殖例, Strix, 14: 190-193

昼行性で、湿地や池沼などの水辺、草地などに生息する。神奈川県で越冬した際は、日中から夕方に河
川中流域の草地や土の岸辺に飛来し、休息・採餌を行ったとある。ねぐらについての記載はなく、不明で
ある。

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

【採餌】
湿地や水辺、草地などで、魚類、甲殻類や昆虫類を探して食べる。

△ 〇
○ 〇 ◎ ○

◎

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

○ 〇

分 4)

中国南部で繁殖し、東南アジアで越冬する。日本
では、春と秋に稀に渡来する旅鳥であるが、みら
れる時期は不定期である。また、南西諸島では冬
鳥として少数が越冬する。本州や九州で繁殖が
確認されたことがある。

全長約45cm。雌雄ともに、成鳥の夏羽は頭頂から後頸
までが赤褐色で、背は青灰色、下面と翼は白色であ
る。嘴と脚は黄色で、嘴の先は黒色。冬羽は頭から背
が淡茶褐色で、他の部位は白色。クァと鳴く。夏羽は特
徴的な色彩なので、見間違えることはない。冬羽はゴイ
サギやササゴイの幼鳥に似るが、ゴイサギより灰色味が
あり、ササゴイより色が薄い。また、飛翔時に翼が白いこ
とで区別できる。

り区分

旅鳥（冬鳥）

川 )4 )

・ © 公財)日本鳥類保護連盟
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ア ガシラサ
A l  b h  

)
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2

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 〇 ○ 採餌 〇 ◎

休息 ○
営巣

文

川 の ・ け )

日本は主要な生息地ではないが、他の集団繁殖性サギ類のコロニーに混じって繁殖すること、越冬期に
は水辺で生活することなどが確認されており、他のサギ類の営巣・採餌環境の保全を行うことが本種の保
護につながると考えられる。

1),3),4) p9 引用文献全種共通参照

8) 中川博史（1998）鶴見川で越冬したアカガシラサギの観察記録, Binos, 5: 37-51

○

【国内での利用環境】
稀に通過する旅鳥で、採餌環境である湿地や池沼などの水辺、草地などで見られる。詳しい生態は不明
であるが、国内で繁殖した際は、他の集団繁殖性サギ類のコロニーに混じって営巣していた記録があり、
同様の環境を好むようである。

【非繁殖期の生態】

9) 光永汪,今村京一郎（1996）熊本県におけるアカガシラサギの繁殖例, Strix, 14: 190-193

昼行性で、湿地や池沼などの水辺、草地などに生息する。神奈川県で越冬した際は、日中から夕方に河
川中流域の草地や土の岸辺に飛来し、休息・採餌を行ったとある。ねぐらについての記載はなく、不明で
ある。

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

【採餌】
湿地や水辺、草地などで、魚類、甲殻類や昆虫類を探して食べる。

△ 〇
○ 〇 ◎ ○

◎

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

○ 〇

分 4)

中国南部で繁殖し、東南アジアで越冬する。日本
では、春と秋に稀に渡来する旅鳥であるが、みら
れる時期は不定期である。また、南西諸島では冬
鳥として少数が越冬する。本州や九州で繁殖が
確認されたことがある。

全長約45cm。雌雄ともに、成鳥の夏羽は頭頂から後頸
までが赤褐色で、背は青灰色、下面と翼は白色であ
る。嘴と脚は黄色で、嘴の先は黒色。冬羽は頭から背
が淡茶褐色で、他の部位は白色。クァと鳴く。夏羽は特
徴的な色彩なので、見間違えることはない。冬羽はゴイ
サギやササゴイの幼鳥に似るが、ゴイサギより灰色味が
あり、ササゴイより色が薄い。また、飛翔時に翼が白いこ
とで区別できる。

り区分

旅鳥（冬鳥）

川 )4 )

・ © 公財)日本鳥類保護連盟
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マサ
 i  

2 )

ら )

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ ◎ 採餌 △ △

休息 △
営巣

引 文

川 の ・ に
集団繁殖性サギ類のコロニーは、河川外の住宅地に隣接する場所に形成された際には、騒音や糞害の
ため人との軋轢が生じやすい。住宅地からある程度離れた河川区域にコロニーやねぐらがある場合は、
長年存続する貴重な場所である可能性が高く、極力保全することが望ましい。また、付近に餌場があるこ
とも大切である。河川工事の際には、河川の水質や周辺の水田等との連続性の確保等、小動物の生息
に配慮することが望ましい。

1),2),3),4),7) p9 引用文献全種共通参照

〇

【繁殖】
他の集団繁殖性サギ類とコロニーを形成して繁殖する。4月頃から樹上に枝を用いて粗い皿形の巣を作
り、5～7月に産卵する。1巣の卵数は3～4個で、雌雄共に抱卵し、22～26日で孵化する。孵化後、約30日
で巣立ち、50日ほどすると独立する。

【繁殖期の生態】
平地の雑木林等にコロニーを形成して繁殖する。4～9月に年１回繁殖する。ゴイサギなどが繁殖を開始
しているコロニーへ4月中旬〜5月に加わり、2～4日かかってつがいを形成する。一夫一妻で造巣から給
餌まで雌雄協力して行う。8月頃になるとコロニーから離れ、多くは10月頃に数十羽の群れで越冬地へと
渡る。

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

【採餌】
主に草原でバッタなどの昆虫を採餌するが、水田や湿地の多い日本ではカエルや魚も補食する。集団で
草地を歩いて昆虫を追い立てたり、大型哺乳動物の移動に伴って飛び出す昆虫を採餌することもある。
日本では、トラクターの後をついてまわることもある。

△ ◎
△ 〇 ◎ ◎ ○〇

◎

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

◎ 〇

分 1)4

元々アフリカと南アジアに分布していたが、20世
紀に入って分布を拡大し、現在では世界中の熱
帯から温帯で広く生息するようになった。日本に
は主に夏鳥として渡来し、本州から九州で繁殖す
るが、西南日本では越冬するものもあり留鳥とい
える。北海道でも時々繁殖が見られるようになっ
た。

全長約50㎝。雌雄ともに全身が白色で、夏羽では頭部
から頸が橙色になり、後頭から背に橙色の飾羽が生え
る。嘴は橙黄色、脚は黒褐色である。冬羽は全身白色
で、嘴の黄色は淡くなる。グワーグワー、ゴァーゴァーと
大声で鳴く。夏羽は色彩から見分けが容易である。冬
羽では全身が白いため、コサギやチュウサギに類似す
るが、両種とも本種より大きく、コサギは脚指が黄色いこ
と、チュウサギは脚や頸が長いことで区別される。 り区分

夏鳥(留鳥）

河川 の利用形 依 )4)7)

© 公財)日本鳥類保護連盟
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アオサ
A d i r

見 )

5 7

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 〇 ◎ 採餌 ◎ ◎

休息 ◎ ◎
営巣

引 文

◎

8) Mashiko, M., Toquenaga, Y. (2013) Increasing variation in population size and species composition ratio in mixed-species
heron colonies in Japan, Forktail, 29: 71–77

9) Mashiko, M., Toquenaga, Y. (2014) Grey heron (Ardea cinerea ) expansion promotes the persistence of mixed-species heron
colonies, Waterbirds, 37(4): 362-370

【非繁殖期の生態】
南に渡ると考えられているが、詳しいことはわかっていない。本州以南では一年中みられ、北海道でも越
冬個体がみられるようになってきた。繁殖期同様に水辺で生活する。非繁殖期は日中は群れで休息して
いることが多く、夕方から朝まで採餌する。

川 ・ る )

1),2),3),4),7) p9 引用文献全種共通参照

集団繁殖性サギ類のコロニーは、河川外の住宅地に隣接する場所に形成された際には、騒音や糞害の
ため人との軋轢が生じやすい。住宅地からある程度離れた河川区域にコロニーがある場合は、長年存続
する貴重な場所である可能性が高く、極力保全することが望ましい。本種は1980年代以降、全国的に個
体数が増加、分布が拡大している。他の集団繁殖性サギ類よりも繁殖開始が早く、コロニー形成において
先導的な役割を果たしているため、春先のコロニー形成の動向を把握するには本種の飛来状況に注目
することが有用である。

川 形 依 2 )4

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

◎ △
△

◎

【採餌】
水の中をゆっくり歩いたり、立ち止まって待ち伏せしながら魚を捕える。大きな魚は嘴で突き刺して捕える
ことが多い。捕えた魚はくわえ直して頭から呑み込むが、岸に打ちつけて弱らせたり、呑む込む前に水で
洗うこともある。昆虫、カエル、ザリガニ、稀に小鳥やネズミなどの小動物も食べる。

【繁殖】
平地の雑木林や松林等にコロニーを形成して繁殖する。コロニーは本種のみで形成される場合も、他の
集団繁殖性サギ類やカワウと複数種で形成される場合もある。産卵期は4～5月だが育雛は7月頃まで続
く。枯れ枝や太い枯れ草の茎を組み合わせて、外径60～70cmの大きな皿形の巣を作る。1巣の卵数は3
～5個で、25～28日で孵化する。孵化後、約50～55日で巣立ちする。造巣から育雛まで雌雄共同で行う。

△△ △
○ ○ ◎ ◎

ユーラシア大陸とアフリカ大陸の温帯から熱帯に
かけて広く繁殖し、冬季は温帯から熱帯に渡る。
日本では北海道から九州まで全国各地で繁殖す
る。北海道では夏鳥として、本州以南では留鳥と
してみられる。

全長約93㎝。日本産のサギ類で最大である。雌雄とも
に全身が青みを帯びた灰色で、背や翼、尾羽などがい
くらか濃い。目の上から後頭部へ黒条があり、後頭に伸
びて冠羽になる。嘴と脚は濃い黄色。若鳥は頭部や頸
が灰色で、背面は褐色味を帯びる。冠羽は無い。他の
サギ類と似たグァーという声も出すが、飛翔中には
キャッと聞こえるやや甲高い声を出すことが多い。

り 分

留鳥(夏鳥）

分 布 )4

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

© 公財)日本鳥類保護連盟
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5 7

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 〇 ◎ 採餌 ◎ ◎

休息 ◎ ◎
営巣

引 文

◎

8) Mashiko, M., Toquenaga, Y. (2013) Increasing variation in population size and species composition ratio in mixed-species
heron colonies in Japan, Forktail, 29: 71–77

9) Mashiko, M., Toquenaga, Y. (2014) Grey heron (Ardea cinerea ) expansion promotes the persistence of mixed-species heron
colonies, Waterbirds, 37(4): 362-370

【非繁殖期の生態】
南に渡ると考えられているが、詳しいことはわかっていない。本州以南では一年中みられ、北海道でも越
冬個体がみられるようになってきた。繁殖期同様に水辺で生活する。非繁殖期は日中は群れで休息して
いることが多く、夕方から朝まで採餌する。

川 ・ る )

1),2),3),4),7) p9 引用文献全種共通参照

集団繁殖性サギ類のコロニーは、河川外の住宅地に隣接する場所に形成された際には、騒音や糞害の
ため人との軋轢が生じやすい。住宅地からある程度離れた河川区域にコロニーがある場合は、長年存続
する貴重な場所である可能性が高く、極力保全することが望ましい。本種は1980年代以降、全国的に個
体数が増加、分布が拡大している。他の集団繁殖性サギ類よりも繁殖開始が早く、コロニー形成において
先導的な役割を果たしているため、春先のコロニー形成の動向を把握するには本種の飛来状況に注目
することが有用である。

川 形 依 2 )4

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

◎ △
△

◎

【採餌】
水の中をゆっくり歩いたり、立ち止まって待ち伏せしながら魚を捕える。大きな魚は嘴で突き刺して捕える
ことが多い。捕えた魚はくわえ直して頭から呑み込むが、岸に打ちつけて弱らせたり、呑む込む前に水で
洗うこともある。昆虫、カエル、ザリガニ、稀に小鳥やネズミなどの小動物も食べる。

【繁殖】
平地の雑木林や松林等にコロニーを形成して繁殖する。コロニーは本種のみで形成される場合も、他の
集団繁殖性サギ類やカワウと複数種で形成される場合もある。産卵期は4～5月だが育雛は7月頃まで続
く。枯れ枝や太い枯れ草の茎を組み合わせて、外径60～70cmの大きな皿形の巣を作る。1巣の卵数は3
～5個で、25～28日で孵化する。孵化後、約50～55日で巣立ちする。造巣から育雛まで雌雄共同で行う。

△△ △
○ ○ ◎ ◎

ユーラシア大陸とアフリカ大陸の温帯から熱帯に
かけて広く繁殖し、冬季は温帯から熱帯に渡る。
日本では北海道から九州まで全国各地で繁殖す
る。北海道では夏鳥として、本州以南では留鳥と
してみられる。

全長約93㎝。日本産のサギ類で最大である。雌雄とも
に全身が青みを帯びた灰色で、背や翼、尾羽などがい
くらか濃い。目の上から後頭部へ黒条があり、後頭に伸
びて冠羽になる。嘴と脚は濃い黄色。若鳥は頭部や頸
が灰色で、背面は褐色味を帯びる。冠羽は無い。他の
サギ類と似たグァーという声も出すが、飛翔中には
キャッと聞こえるやや甲高い声を出すことが多い。

り 分

留鳥(夏鳥）

分 布 )4

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

© 公財)日本鳥類保護連盟
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区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 〇 ◎ 採餌 ◎ ◎

休息 ◎ ◎
営巣

文

川 の ・ け
集団繁殖性サギ類のコロニーは、河川外の住宅地に隣接する場所に形成された際には、騒音や糞害の
ため人との軋轢が生じやすい。住宅地からある程度離れた河川区域にコロニーやねぐらがある場合は、
長年存続する貴重な場所である可能性が高く、極力保全することが望ましい。また、付近に餌場があるこ
とも大切である。河川工事の際には、河川の水質や周辺の水田等との連続性の確保等、小動物の生息
に配慮することが望ましい。

1),2),3),4) p9 引用文献全種共通参照

◎

【繁殖】
他の集団繁殖性サギ類とともに平地の雑木林や松林等にコロニーを形成し繁殖する。樹上や竹藪に、枝
で外径60㎝くらいの粗い皿形の巣を作る。産卵期は4～6月で、育雛は7月中旬頃まで続く。1巣の卵数は
2～4個である。抱卵日数は25～26日で、巣立ちまでさらに30～42日間育雛する。造巣から育雛まで雌雄
共同で行う。

【非繁殖期の生態】

5) 環境庁自然保護局,（財）日本野鳥の会（1994）第4回自然環境保全基礎調査 動植物分布調査報告書（鳥類の集団繁殖地
及び集団ねぐら）

主に昼間活動する昼行性であるが、夜に採餌することもある。ねぐらは、他のサギ類と共に竹林、落葉広
葉樹、スギ・ヒノキ林、マツ林等の樹林、湖面の杭等の上、島や中洲、浅い水中等の地上を利用する。

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

【採餌】
水田、湿地、河口、干潟等の浅い水中をゆっくりと歩きながらカエル、ザリガニ等を捕らえたり、浅瀬にじっ
と立ち止まって近づいてきた魚をすばやくくわえたりする。魚が大きいときは鋭く尖った噛で突き刺して捕
らえることが多い。

△△ △
○ ○ ◎ ◎

◎

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

◎

分 1 4)

北半球の温帯から熱帯に広く分布し、北方のもの
は冬に南へ移動する。日本では関東地方から九
州までの各地で繁殖し、日本で繁殖したものは
フィリピンなどに渡り越冬する。冬季は、大陸で繁
殖したものが、越冬のため渡来する。一年中みら
れるが、日本で繁殖する亜種をチュウダイサギ、
北の大陸で繁殖し冬鳥として日本に渡来する亜
種をオオダイサギといい、別亜種である。

全長約90㎝。雌雄ともに全身白色で、いわゆるシラサギ
類の一種である。繁殖期には肩羽は長く伸びて飾羽と
なり、目先の裸出部は青緑色になる。嘴は黒く、基部は
わずかに橙色を呈する。冬羽では飾羽はなくなり、目先
は黄緑色、嘴は黄色となる。繁殖期には他のシラサギ
類と同様、グワーグワーとかゴァーゴァーという鼻にか
かった大声で鳴く。白色のサギは他にチュウサギ、コサ
ギ、アマサギ（冬羽）、クロサギ（白型）がいるが、これら
の中で一番大きい。

り

留鳥

依 )3 4)

© 公財)日本鳥類保護連盟
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区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 〇 ◎ ◎ 採餌 〇 ◎

休息 〇 ○
営巣

引 文

10) 河地辰彦（2004）栃木県内におけるコサギとダイサギの生息状況の変化について, Accipiter, 10: 27-36

河川 の ・ に 2 ) )

本種はかつて普通にみられる種であったが、近年では減少傾向にあるとする報告が散見される。茨城県
では個体数が減少しており、埼玉県ではオオタカによる捕食が一因と思われる減少がみられている。栃木
県では特定の河川を多くの個体が集中して利用する現象が報告されており、このような利用場所の変化
に対しては、河川や水田の水質や底質を保全し、河川工事の際には餌となる小動物の生息に配慮する
ことが望ましい。また、集団繁殖性サギ類のコロニーは、河川外の住宅地に隣接する場所に形成された
際には、騒音や糞害のため人との軋轢が生じやすい。住宅地からある程度離れた河川区域にコロニーや
ねぐらがある場合は、長年存続する貴重な場所である可能性が高く、極力保全することが望ましい。

1),2),3),4) p9 引用文献全種共通参照

8) Mashiko, M., Toquenaga, Y. (2013) Increasing variation in population size and species composition ratio in mixed-species
heron colonies in Japan, Forktail, 29: 71–77

○

【繁殖】
平地の林にコロニーを形成して繁殖する。他の集団繁殖性サギ類と混群の場合が多い。産卵期は4～8
月で、育雛は9月中旬まで続く。マツやコナラ、ヤナギなどの木の枝や竹藪に、枝で外径30～35cmの粗い
皿形の巣を作る。1巣の卵数は3～5個で、抱卵日数は21～23日だが、巣立ちまでさらに約25～30日間育
雛する。造巣から育雛まで雌雄共同で行う。

【非繁殖期の生態】

9) 内田博（2017）埼玉県東松山市周辺でのコサギEgretta garzetta の減少,日本鳥学会誌, 66(2): 111-122

夜は、松林や竹藪などに集まり、集団でねぐらをとる。日中はねぐらから出て採餌に出かけ、水辺や水田
などで小魚や小動物を捕らえる。

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

【採餌】
採餌は、川、湖沼、干潟、水田、湿地、ハス田などの浅い水の中を歩いて魚、ザリガニ、カエルなどを探
し、すばやく追いかけて捕る場合と、片足を水中で動かして土塊、草の陰などから獲物を追い出して捕る
場合とがある。餌場を中心に、小規模のなわばりを形成することが知られている。

△ △
○ ◎ 〇 ○

◎

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

○

分 1)4

ユーラシア、アフリカ、オーストラリアの熱帯から温
帯で繁殖する。日本では本州から九州までの各
地で留鳥として繁殖・越冬する。

全長約61㎝。雌雄ともに全身白色で、繁殖期には後頭
部から2本の冠毛が生える。嘴は一年中黒色。脚は黒
色で、足指が黄色い。繁殖期には、グワーグワーとか
ゴァーゴァーと鳴く。チュウサギやダイサギは本種よりも
大きく、脚は足指も含めて黒色であることなどで区別で
きる。

り 分

留鳥

の利 )4

© 公財)日本鳥類保護連盟

 

 

  





68

ペ
リ
カ
ン
目

ト
キ
科

No. 59

ト
Ni ni  n n 

)3

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 〇 ○ 採餌 ◎

休息
営巣

引 文

【非繁殖期の生態】
中国では、夏の終わりから秋に、山地の繁殖場所から離れ、沼沢地へと移動する。群れになって過ごすこ
とが多い。

川 の ・保 に ける )7 ) 0)

本種は江戸時代には全国に生息していたが、明治以降の乱獲や農薬の多用により減少し、1981年には
佐渡島に5羽が残るのみとなった。この5羽は捕獲され野生の本種は絶滅した。その後、中国から譲り受け
た個体とともに保護増殖の取組が行われ、野生復帰のための放鳥が行われている。2019年2月時点で、
放鳥と野生化で生まれた本種の合計生息数は352羽（推定）となり、環境省レッドリストの野生絶滅のカテ
ゴリから外れた。個体数の増加に伴い、本種が分散し本州に飛来することもある。平成22年には、4県約
30市町村が加盟した、コウノトリ・本種の舞う関東自治体フォーラムが結成され、関東での野生復帰を目
指した計画が進行中である。このような取組を展開する地域に飛来・定着すれば、国内での分布が広が
ることが期待されるため、周辺の地域においても、餌場となる環境の整備、生息適地を保全・創出していく
ことが望まれる。河川区域に定着した場合には、給餌をしない、追い回さないなど、周辺住民への啓蒙活
動も必要である。

1),3),4),6),7) p9 引用文献全種共通参照

8) 環境省（2018）トキのすがた-より確かなトキの定着に向けて-

9) 環境省（2019）放鳥トキ情報, https://blog.goo.ne.jp/tokimaster/e/02035e42dd497cf6939fd9e538539752 (2020/2/5閲覧)

10) 国土交通省（2016）関東地域におけるコウノトリ・トキを指標とした生態系ネットワーク形成基本計画～コウノトリ・トキの舞う魅
力的な地域づくりを目指して～

【採餌】
主に水田で、嘴を泥の中に差し込み頸を振って餌を探す。ドジョウ、タニシ、カエル、昆虫、貝類など様々
な動物を捕らえて食べる。

【繁殖】
繁殖期は4～6月で、アカマツやコナラなどの高木の枝に、枯れ枝等で皿状の巣をつくり、産座には枯れ
葉や枯れ草を敷いて2～4卵を産む。雌雄で抱卵し、28～30日で孵化する。育雛も雌雄で行い、約1か月
で巣立つ。繁殖期はなわばりを構え、繁殖コロニーは形成しない。

◎
◎ ◎

川 の )4

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

分 ) )

全長約75cm。雌雄ともに全身がピンク色がかかった白
色で、長い嘴を持ち、顔は皮膚が露出して赤い。脚も
赤色である。繁殖期は、頸から出る分泌物により上半身
が灰色になる。ター、カーといったカラスのような声を出
す。

り 分

留鳥

中国国内では飼育による保護増殖が進み、現在
では中国の陝西省を中心に広く分布している。日
本の個体は絶滅したが、中国の個体を譲り受け、
新潟県佐渡島で野生復帰が進められており、分
散によって一時的に佐渡島以外でも確認されて
いる。

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

N

◎
◎ 〇

© 公財)日本鳥類保護連盟
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No. 60

ヘラサ
l l  l c i  

)

ら る )

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ 採餌 ◎ ◎

休息 ◎ ◎
営巣

文

【非繁殖期の生態】

河 の ・ け 配 6

主な越冬地となる湿地や干潟が埋め立てられ、生息地が減少傾向にあるため、生息地保全のための配
慮が必要である。河川の河口域の採餌環境として良好な干潟や湿地を保全することが望ましい。

1),3),4),6) p9 引用文献全種共通参照

10月頃に飛来し、沼沢地、水田、ハス田、干潟などで生活する。人が近づかない中洲や水域で頸を背に
乗せて休息する。

沼沢地、ヨシ原、水田、ハス田、干潟などで採餌する。水面で幅の広い嘴を左右に動かしながら歩いて移
動し、小型の魚、水生昆虫、カエル、イモリなどの動物を捕らえて食べる。植物も食べる。

〇 〇 ◎ 〇

【採餌】

の )

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

分 1)4

東ヨーロッパ、エジプト、インド、中央アジア、中国
北部、ウスリー地方などで繁殖し、アフリカ、中国
南部などで越冬する。北方で繁殖するものは越冬
のため南へ移動するが、南の地域で繁殖したもの
は殆ど移動しない。日本では、稀な冬鳥又は旅鳥
として年に14～37羽が渡来するのみである。

全長約86cm。雌雄共に全身白色で、嘴がへら状である
ことが特徴。嘴は黒色、先が黄色い。脚は黒色。似た種
にクロツラヘラサギがあり、行動を共にすることもある。ク
ロツラヘラサギと比べて本種では嘴と目が離れているよ
うに見えるが、クロツラヘラサギでは目の周りが黒く、嘴
の黒と繋がってみえることで区別できる。

り 分

冬鳥（旅鳥）

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

D

◎
△ 〇

© 公財)日本鳥類保護連盟

 

  

 

  

No. 60

ヘラサ
l l  l i  

)

ら る )

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ 採餌 ◎ ◎

休息 ◎ ◎
営巣

文

【非繁殖期の生態】

河 の ・ け 6

主な越冬地となる湿地や干潟が埋め立てられ、生息地が減少傾向にあるため、生息地保全のための配
慮が必要である。河川の河口域の採餌環境として良好な干潟や湿地を保全することが望ましい。

1),3),4),6) p9 引用文献全種共通参照

10月頃に飛来し、沼沢地、水田、ハス田、干潟などで生活する。人が近づかない中洲や水域で頸を背に
乗せて休息する。

沼沢地、ヨシ原、水田、ハス田、干潟などで採餌する。水面で幅の広い嘴を左右に動かしながら歩いて移
動し、小型の魚、水生昆虫、カエル、イモリなどの動物を捕らえて食べる。植物も食べる。

〇 〇 ◎ 〇

【採餌】

の )

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

分 1)4

東ヨーロッパ、エジプト、インド、中央アジア、中国
北部、ウスリー地方などで繁殖し、アフリカ、中国
南部などで越冬する。北方で繁殖するものは越冬
のため南へ移動するが、南の地域で繁殖したもの
は殆ど移動しない。日本では、稀な冬鳥又は旅鳥
として年に14～37羽が渡来するのみである。

全長約86cm。雌雄共に全身白色で、嘴がへら状である
ことが特徴。嘴は黒色、先が黄色い。脚は黒色。似た種
にクロツラヘラサギがあり、行動を共にすることもある。ク
ロツラヘラサギと比べて本種では嘴と目が離れているよ
うに見えるが、クロツラヘラサギでは目の周りが黒く、嘴
の黒と繋がってみえることで区別できる。

り 分

冬鳥（旅鳥）

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

D

◎
△ 〇
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No. 61

ク ツラヘラサ
l   

7 9

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ 採餌 ◎ ◎

休息 ◎ ◎
営巣

引 文

河川 の ける配慮
本種の飛来地の一部は国立公園やラムサール登録湿地に登録されているが、その他の多くの飛来地で
は保護対策が取られていない。湿地や干潟が埋め立てられ、生息地が減少傾向にあるため、生息地保
全のための配慮が必要である。河川の河口域の採餌環境として良好な干潟や湿地を保全することが望ま
しい。

1),3),4),6),7) p9 引用文献全種共通参照

【採餌】
沼沢地、ヨシ原、水田、ハス田、干潟などで採餌する。水面で幅の広い嘴を左右に動かしながら歩いて移
動し、小型の魚などの小動物を捕らえて食べる。

【非繁殖期の生態】
越冬地では、干潟、河川の河口部、池、養魚場などの浅い水域に生息しており、行動圏は非常に狭いも
のが多い。ヨシ原の際や中洲、水域、水田の中央などで休息する。

〇 〇

の )4 )7)

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

分 1 4)

朝鮮半島西海岸、中国からロシアウラジオストク付
近の無人島で繁殖し、中国大陸沿岸部、台湾、
香港、東南アジア、日本などで越冬する。日本で
は、主に九州と沖縄に渡来する。かつて稀な冬鳥
であったが、近年で九州、沖縄県を中心に250羽
が越冬している。

全長約70～80cm。雌雄ともに全身白色で、嘴がへら状
であることが特徴。嘴と脚は黒色。幼鳥の嘴は黄色みを
帯びる。似た種にヘラサギがあり、行動を共にすること
もある。本種と比べてヘラサギでは嘴と目が離れている
ように見えるが、本種では目の周りが黒色で、嘴の黒色
と繋がってみえることで区別できる。

り 分

冬鳥（旅鳥）

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

N

〇〇
△ 〇

© 公財)日本鳥類保護連盟
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No. 80

チ リ
h r driu du i

)

)

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 △ ◎ ◎ 採餌 △ △

休息 △ △
営巣

文
1),2),3),4) p9 引用文献全種共通参照

8) 山岸哲,松原始,平松山治,鷲見哲也,江崎保男（2009）チドリ3種の共存を可能にしている河川物理、洪水にともなう砂礫の分
級, 応用生態工学, 12: 79-85

【採餌】
主に湿地で水生昆虫や小型甲殻類、ゴカイ類などの小動物を探して食べる。水田や川筋も利用する。採
餌は立ち止まった時に行なわれ、ピョコンと頭を下げて地面をつつく。

【繁殖】
繁殖期には巣から10m位の範囲をなわばりとする。川の中流から下流の砂礫河原、中州、海岸の砂丘や
埋立地などに営巣する。砂地や砂礫地の地面に長径8～9㎝、深さ2㎝あまりの巣を作る。産卵期は4～7
月。1日1個ずつ4卵を産む。イカルチドリやコアジサシと一緒に営巣することもある。人やカラスなどが卵や
ヒナに近づくと、親は盛んに擬傷して注意を逸らす。ヒナは孵化後半日ほどで巣を離れ自分で餌を採る。

【非繁殖期の生態】
主に夏鳥として渡来するため、大半は南へ渡るが、西南日本では少数が越冬する。本州でも千葉県、神
奈川県、愛知県などでは越冬の記録がある。渡りの時期は小群をつくる。

川 の ・ け
中洲や島など、他の動物が近づきにくい広い砂礫地が必要である。繁殖地では、オートキャンプの車や
モトクロスバイクなどによって卵やヒナが踏みつぶされたりする。繁殖期にはこれらの車両が生息地に侵入
しないような配慮が必要である。工事を行なう場合は、事前に生息調査を行なうとともに、繁殖期を避ける
ことが望ましい。河川に砂礫地や中洲が保全されるような河川管理が必要である。繁殖地の維持には定
期的な洪水が不可欠であるとの見解もある。

△
◎

河川 の利用形 ) )4) )

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

分 1)4

ユーラシア大陸の熱帯から亜寒帯の一部まで広く
繁殖する。日本には主に夏鳥として渡来し、全国
で繁殖する。西南日本では越冬するものもいる。

全長約16㎝。雌雄ともに、上面が茶褐色で下面が白
色。目の縁や脚が黄色でイカルチドリより鮮やか。水際
や裸地でチョコチョコと小走りに数歩歩いては立ち止ま
ることを繰り返す習性がある。ピォ、ピォと鳴く。外観は
イカルチドリに似ているが、イカルチドリより小さく嘴は
短い。また、シロチドリより少し小さいが、野外ではほぼ
同様の大きさに見える。胸の黒色の帯が中央で切れて
おり、脚は黒いことで区別できる。

り 分

夏鳥(留鳥）

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

7

△◎ ○ ○ △
◎ ○

© 公財)日本鳥類保護連盟

 

 

   

No. 80

チ リ
h r driu du i

)

)

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 △ ◎ ◎ 採餌 △ △

休息 △ △
営巣

文
1),2),3),4) p9 引用文献全種共通参照

8) 山岸哲,松原始,平松山治,鷲見哲也,江崎保男（2009）チドリ3種の共存を可能にしている河川物理、洪水にともなう砂礫の分
級, 応用生態工学, 12: 79-85

【採餌】
主に湿地で水生昆虫や小型甲殻類、ゴカイ類などの小動物を探して食べる。水田や川筋も利用する。採
餌は立ち止まった時に行なわれ、ピョコンと頭を下げて地面をつつく。

【繁殖】
繁殖期には巣から10m位の範囲をなわばりとする。川の中流から下流の砂礫河原、中州、海岸の砂丘や
埋立地などに営巣する。砂地や砂礫地の地面に長径8～9㎝、深さ2㎝あまりの巣を作る。産卵期は4～7
月。1日1個ずつ4卵を産む。イカルチドリやコアジサシと一緒に営巣することもある。人やカラスなどが卵や
ヒナに近づくと、親は盛んに擬傷して注意を逸らす。ヒナは孵化後半日ほどで巣を離れ自分で餌を採る。

【非繁殖期の生態】
主に夏鳥として渡来するため、大半は南へ渡るが、西南日本では少数が越冬する。本州でも千葉県、神
奈川県、愛知県などでは越冬の記録がある。渡りの時期は小群をつくる。

川 の ・ け
中洲や島など、他の動物が近づきにくい広い砂礫地が必要である。繁殖地では、オートキャンプの車や
モトクロスバイクなどによって卵やヒナが踏みつぶされたりする。繁殖期にはこれらの車両が生息地に侵入
しないような配慮が必要である。工事を行なう場合は、事前に生息調査を行なうとともに、繁殖期を避ける
ことが望ましい。河川に砂礫地や中洲が保全されるような河川管理が必要である。繁殖地の維持には定
期的な洪水が不可欠であるとの見解もある。

△
◎

河川 の利用形 ) )4) )

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

分 1)4

ユーラシア大陸の熱帯から亜寒帯の一部まで広く
繁殖する。日本には主に夏鳥として渡来し、全国
で繁殖する。西南日本では越冬するものもいる。

全長約16㎝。雌雄ともに、上面が茶褐色で下面が白
色。目の縁や脚が黄色でイカルチドリより鮮やか。水際
や裸地でチョコチョコと小走りに数歩歩いては立ち止ま
ることを繰り返す習性がある。ピォ、ピォと鳴く。外観は
イカルチドリに似ているが、イカルチドリより小さく嘴は
短い。また、シロチドリより少し小さいが、野外ではほぼ
同様の大きさに見える。胸の黒色の帯が中央で切れて
おり、脚は黒いことで区別できる。

り 分

夏鳥(留鳥）

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

7

△◎ ○ ○ △
◎ ○

© 公財)日本鳥類保護連盟
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目

チ
ド
リ
科

No. 81

シ チドリ
Ch dri l x ndrin

)

)

7 0

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ 採餌 ◎ △

休息 ○ △
営巣

文献

◎

8) 山岸哲,松原始,平松山治,鷲見哲也,江崎保男（2009）チドリ3種の共存を可能にしている河川物理、洪水にともなう砂礫の分
級, 応用生態工学, 12: 79-85

【非繁殖期の生態】
コチドリやイカルチドリとは異なり、大きな群れで干潟や砂浜で生活することが多い。メダイチドリと利用環境
が類似している。

河川 の ける配慮

1),2),3),4) p9 引用文献全種共通参照

河原や海岸などでは、車やバイクなどによって卵やヒナが踏みつぶされたりする。河口部の管理区域内に
繁殖適地となる砂浜があれば、車両等が生息地に侵入しないような配慮が必要である。工事を行う場合
は、事前に生息調査を行うとともに、繁殖期を避けることが望ましい。

川 の ) 4)

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

△ △
△

留鳥(夏鳥）

【採餌】
干潟や砂浜などで、主にカニやゴカイ、貝類などの小動物を餌とする。地上をチョコチョコとすばやく歩いて
は立ち止まって餌をついばみ、また歩いては餌を採るという動作を繰り返す。警戒して歩くときはとてもすば
やい。片足を前に出して波打ち際の砂を叩くように動かすこともある。

【繁殖】
河川の下流域や海岸に生息し、繁殖期には砂礫地や砂浜、造成地等でゆるやかに集まったコロニーを形
成して繁殖する。海岸や河原の砂に凹みを作り、小石や貝殻を敷いて営巣する。イカルチドリやコチドリより
も細かい礫や砂地を選好する。産卵期は3～7月で、ふつう3卵を産む。ヒナは半日ほどで巣を離れ、初め
から自分で餌を採る。

○○
○ △ ○
◎

分 )

ユーラシア大陸南部、アフリカ、ジャワ島、オースト
ラリア、北アメリカ大陸、南アメリカ大陸の主に沿岸
部で繁殖する。日本では主に九州以北で繁殖し、
北海道では夏鳥、本州～九州では留鳥である。

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

V

全長約17cm。雌雄ともに似た色をしており、他のチドリ
類と異なり、脚の色が黒いこと、胸の黒色の帯が中央で
切れていることで区別できる。水際や裸地でチョコチョコ
と小走りに数歩歩いては立ち止まることを繰り返す習性
がある。ピュルピュルと小さな声で鳴く。冬季は、メダイチ
ドリと冬羽や利用環境が類似しているが、本種の方が小
さく、背と頭の褐色の間に白色の帯があることで区別で
きる。

り 分

© 公財)日本鳥類保護連盟
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チ
ド
リ
目

シ
ギ
科

No. 107

イソシギ
A iti hyp l u

)4 )

る )

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ ◎ 採餌 ○ ◎

休息 〇 〇
営巣

引用文

◎
◎
◎

1),2),3),4) p9 引用文献全種共通参照

8) 脇坂英弥,中川宗孝（2005）京都府木津川における繁殖中のイソシギ成鳥とヒナの標識記録,日本鳥類標識協会誌,18(2):
25-27

9) 真木広造,大西敏一,五百澤日丸（2014）日本の野鳥650,平凡社

【採餌】
水際の砂地や石の上を腰を上下に振りながら歩き、ユスリカ、トビケラなどの小さな虫や種子を採餌する。
採餌はほとんど単独で行う。また、湿った砂地の中に潜んでいるアブ類の幼虫なども長い嘴で引き出して
食べる。砂泥、河原、岩石地、コンクリート護岸など様々な環境を利用する。

【繁殖】
3月下旬～4月上旬に繁殖地に現れ、4月下旬～8月上旬に繁殖する。中流域の広い河原や、まばらに草
や背の低い木が生えている砂利洲があるところで、水辺から少し離れた草が疎らに生えた地上に巣をつ
くる。巣は砂地に掘られた浅い窪みに枯れ草を敷いた簡単なもので、雌雄共同で作る。2～7個産卵、ヒナ
は孵化後数時間で巣を離れる。一夫一妻、一夫多妻、一妻多夫などさまざまなつがいの形態がある。

【非繁殖期の生態】
7月下旬～8月下旬に繁殖地から離れ移動する。越冬地では海岸の河口や干潟、河川の下流域などで
過ごす。砂泥、河原、岩石地、コンクリート護岸と様々な環境を利用するが、水際を好む。日中は単独で
採餌するが、薄暗くなってからは群れでねぐらをとる。

川 ・ け )

本種は中流域の砂礫地を繁殖地として好むため、こうした砂礫地と周辺の浅瀬や植物等の環境を維持す
ることが望ましい。繁殖期における河川敷への人の立ち入り規制や四輪駆動車の乗り入れ禁止といった
配慮が望まれる。

◎ ○ ○

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

IUCN 種の保存 環境省

分 1 4)

ユーラシア大陸の中部で広く繁殖し、北方のもの
は冬、アフリカ、インド、東南アジア、フィリピン、ス
ンダ列島、ニューギニア、オーストラリアに渡るもの
もある。日本では北海道と本州で繁殖し、九州で
も繁殖が確認されている。

全長約20cm。雌雄ともに背面が暗褐色、腹面が白色
で、飛ぶと羽根に白色の翼帯が目立つ。腰を上下に振
りながら歩く姿が特徴的で、飛び立つときや飛翔中に
ピーイ、チー、ピュピピピピと聞こえる声で鳴く。シギ類
の識別は難しいものが多いが、腹面の白色部が胸側
（翼の肩側）に入り込んでいることで区別できる。また、
クサシギに似るが、本種の飛翔時には翼の上面に白い
帯（翼帯）があること、上面の色は淡いこと、鳴き声が違
うことで区別できる。

り 分

留鳥(夏鳥)

◎

河川 用形 依 ) )

都道府県

© 公財)日本鳥類保護連盟
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No. 172

キクイタダ
u l

ら る

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ △ 採餌

休息
営巣

文

△

8) 三重県（2015）三重県レッドデータブック2015～三重県の絶滅のおそれのある野生生物～

川 の ・ け 8

個体数の変動が大きく越冬場所が安定しない地域もあり、天然の針葉樹林で毎年飛来する環境は貴重で
ある。そのような樹林があれば保全することが望ましい。

1),3),5) p9 引用文献全種共通参照

主に昆虫類を食べ、ガの幼虫・成虫、甲虫類、その他の昆虫類の成虫・幼虫、クモ類などを捕える。樹冠
部の上層から中層の小枝を伝い歩き、停空飛翔（ホバリング）したり飛びついたりしながら獲物を捕らえる。

【繁殖】
山地から高山の主に針葉樹林で繁殖する。4月下旬～5月上旬に繁殖地に現れ、一夫一妻でなわばりを
構え、6～8月に繁殖する。雌雄共同で針葉樹の樹冠部の小枝の間にハンモック状の巣を作り、5～8卵を
産む。メスのみが抱卵するが、育雛は雌雄協力して行い、ヒナは18日くらいで巣立つ。

【非繁殖期の生態】
冬季は、低地から低山帯のマツやスギの林に降りてきて生活する。小群で行動し、ヒガラなどのカラ類と混
群となることがある。枝葉の多い樹木がある公園や里山などでも見られる。

【採餌】

砂漠地帯を除くユーラシア大陸の高緯度から中緯
度の地域に広く分布する。ヨーロッパからヒマラヤ
山脈周辺と、極東アジアで繁殖し、北の地域のも
のは冬季に南へ移動する。日本では、北海道と本
州中部以北で繁殖・越冬し、本州中部以南の西日
本には一部が越冬のために飛来する。

全長約10cm。体重3～5 gの小型の鳥。頭の中央に黄色
い羽毛があるのが特徴。雌雄ともに上面は全体にオリー
ブ色で、翼に黒色と白色の模様がある。オスには黄色の
中に赤色の斑がある。チッ、チチチ、ジージーなどと鳴
く。

り区分

留鳥

◎

砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地
△ ◎

◎

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

分

【利用環境】【生息域】
河川 の )

その他

△

© 公財)日本鳥類保護連盟

 

  

 

No. 172

キクイタダ
u l

ら る

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ △ 採餌

休息
営巣

文

△

8) 三重県（2015）三重県レッドデータブック2015～三重県の絶滅のおそれのある野生生物～

川 の ・ け 8

個体数の変動が大きく越冬場所が安定しない地域もあり、天然の針葉樹林で毎年飛来する環境は貴重で
ある。そのような樹林があれば保全することが望ましい。

1),3),5) p9 引用文献全種共通参照

主に昆虫類を食べ、ガの幼虫・成虫、甲虫類、その他の昆虫類の成虫・幼虫、クモ類などを捕える。樹冠
部の上層から中層の小枝を伝い歩き、停空飛翔（ホバリング）したり飛びついたりしながら獲物を捕らえる。

【繁殖】
山地から高山の主に針葉樹林で繁殖する。4月下旬～5月上旬に繁殖地に現れ、一夫一妻でなわばりを
構え、6～8月に繁殖する。雌雄共同で針葉樹の樹冠部の小枝の間にハンモック状の巣を作り、5～8卵を
産む。メスのみが抱卵するが、育雛は雌雄協力して行い、ヒナは18日くらいで巣立つ。

【非繁殖期の生態】
冬季は、低地から低山帯のマツやスギの林に降りてきて生活する。小群で行動し、ヒガラなどのカラ類と混
群となることがある。枝葉の多い樹木がある公園や里山などでも見られる。

【採餌】

砂漠地帯を除くユーラシア大陸の高緯度から中緯
度の地域に広く分布する。ヨーロッパからヒマラヤ
山脈周辺と、極東アジアで繁殖し、北の地域のも
のは冬季に南へ移動する。日本では、北海道と本
州中部以北で繁殖・越冬し、本州中部以南の西日
本には一部が越冬のために飛来する。

全長約10cm。体重3～5 gの小型の鳥。頭の中央に黄色
い羽毛があるのが特徴。雌雄ともに上面は全体にオリー
ブ色で、翼に黒色と白色の模様がある。オスには黄色の
中に赤色の斑がある。チッ、チチチ、ジージーなどと鳴
く。

り区分

留鳥

◎

砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地
△ ◎

◎

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

分

【利用環境】【生息域】
河川 の )

その他

△

© 公財)日本鳥類保護連盟
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科

No. 173

ツリスガラ
R iz n ul  

5)

る 期 )

7

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 〇 ◎ 採餌

休息
営巣

文

【採餌】
ヨシ原の中を動き回り、ヨシの茎の鞘を嘴ではいで中にいる昆虫類（カイガラムシなど）を食べる。クモ類や
植物の種子も食べる。

◎
◎

川 の利 形 )

【生息域】 【利用環境】

分 1

ユーラシア大陸中緯度地域で繁殖し、ヨーロッパ
南部や中東、中国南部などで越冬する。日本へ
は冬鳥として本州中部、四国、九州、沖縄に飛来
し、平地のヨシ原で越冬する。

全長約11cm。オスの頭上は灰色で、白色の眉斑と黒色
の過眼線が目立つ。頭は灰色で、背は赤褐色。メスは
頭上も過眼線も褐色味がある。小さくて尖った嘴を持
つ。ツィーと鳴く。外来種のベニスズメの声と似ているの
で注意が必要である。

区分

冬鳥

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

7

その他砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地

越冬期は水辺に近い河口、川岸、海岸のヨシ原に群れで生息し、ヨシ原から出ることは少ない。風が強い
ときはヨシの地上付近で活動し、風が弱いときは穂先近くで活動する。本種は西南日本で稀にしか見られ
ない冬鳥であったが、1970年代以降越冬地域を広げたため、西南日本では普通に見られる種となった。

【非繁殖期の生態】

1),3),5) p9 引用文献全種共通参照

8) 京都府（2015）京都府レッドデータブック2015

川 の ・ 全に け
河川改修や池の埋め立て・改修などで、越冬地となっているヨシ原が消失しないよう配慮が必要である。

メス又
© 公財)日本鳥類保護連盟
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No. 174

ガラ
P e il  nt u  

)7

ら る 期 3

7 1

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ 〇 採餌

休息
営巣

引

◎

【繁殖】
北海道では平地に生息し、本州以南では低山から亜高山帯までの森林に生息する。一夫一妻で繁殖
し、ペアで縄張りを形成する。枯れ木や枯れ枝の幹に自力で巣穴を掘り、樹皮、苔などを巣材として入れ
る。巣箱を利用することは少ない。4～7月に5～9卵を産む。抱卵はメスのみが行い、13～15日程で孵化
する。ヒナは約18日で巣立ちする。

【採餌】
雑食性で、春から夏にかけては、チョウやハチの成虫・幼虫などの昆虫類が多く、9月以降から翌年の春
にかけては種子が主な餌となる。嘴は丈夫で固い果実でもこじ開けて食べることができる。晩秋から樹皮
の隙間に種子などを貯蔵し、その貯蔵物を冬季に食べる。

〇

川 の利 ) 7)

【生息域】 【利用環境】

分 1 )

ユーラシア大陸中緯度地域を中心に、ヨーロッパ
から東アジアまで広く留鳥として分布する。北の
地域のものは越冬のため南下する。日本では北
海道、本州、四国、九州に留鳥として生息する。

全長約12～14cm。雌雄ともに頭が黒色の帽子をかぶっ
たように見える。上面は灰褐色で下面は白っぽい。チ
チ、ジェージェーなどと聞こえる地鳴きと、ヒーツキー、
フィーフィーという口笛のような声でさえずる。北海道に
分布するハシブトガラと似ているが、本種の方が嘴がや
や細く、頭上と喉に光沢がないこと等により区別できる
が、慣れるまでは難しい。 り 分

留鳥

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

その他砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地

〇

亜高山帯で繁殖した個体は、冬季に低地へ下りて越冬するが、多くの個体は繁殖地と同じ地域にとどま
り、貯食していた餌を食べて過ごす。小群で生活するものが多く、シジュウカラやコゲラなど他種と混群に
なることもある。

【非繁殖期の生態】

◎
◎

〇

9) 山口県（2002） レッドデータブックやまぐち《2002年版》山口県の絶滅のおそれのある野生生物

1),3),5),7) p9 引用文献全種共通参照

川 ・ け )

繁殖地から大きく離れることが少ないため、孤立した山塊ではみられなくなる場合もある。自分で巣穴を掘
るため、生息地となる樹林の好みは広いが、生息域の樹林が広く保全されることが望ましい。

8) 中村浩志,輪湖義治（1998）コガラParus montanus の貯食行動,山階鳥研報,20:21-36

© 公財)日本鳥類保護連盟

 

  

 

No. 174

ガラ
P e il  nt u  

)7

ら る 期 3

7 1

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ 〇 採餌

休息
営巣

引

◎

【繁殖】
北海道では平地に生息し、本州以南では低山から亜高山帯までの森林に生息する。一夫一妻で繁殖
し、ペアで縄張りを形成する。枯れ木や枯れ枝の幹に自力で巣穴を掘り、樹皮、苔などを巣材として入れ
る。巣箱を利用することは少ない。4～7月に5～9卵を産む。抱卵はメスのみが行い、13～15日程で孵化
する。ヒナは約18日で巣立ちする。

【採餌】
雑食性で、春から夏にかけては、チョウやハチの成虫・幼虫などの昆虫類が多く、9月以降から翌年の春
にかけては種子が主な餌となる。嘴は丈夫で固い果実でもこじ開けて食べることができる。晩秋から樹皮
の隙間に種子などを貯蔵し、その貯蔵物を冬季に食べる。

〇

川 の利 ) 7)

【生息域】 【利用環境】

分 1 )

ユーラシア大陸中緯度地域を中心に、ヨーロッパ
から東アジアまで広く留鳥として分布する。北の
地域のものは越冬のため南下する。日本では北
海道、本州、四国、九州に留鳥として生息する。

全長約12～14cm。雌雄ともに頭が黒色の帽子をかぶっ
たように見える。上面は灰褐色で下面は白っぽい。チ
チ、ジェージェーなどと聞こえる地鳴きと、ヒーツキー、
フィーフィーという口笛のような声でさえずる。北海道に
分布するハシブトガラと似ているが、本種の方が嘴がや
や細く、頭上と喉に光沢がないこと等により区別できる
が、慣れるまでは難しい。 り 分

留鳥

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

その他砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地

〇

亜高山帯で繁殖した個体は、冬季に低地へ下りて越冬するが、多くの個体は繁殖地と同じ地域にとどま
り、貯食していた餌を食べて過ごす。小群で生活するものが多く、シジュウカラやコゲラなど他種と混群に
なることもある。

【非繁殖期の生態】

◎
◎

〇

9) 山口県（2002） レッドデータブックやまぐち《2002年版》山口県の絶滅のおそれのある野生生物

1),3),5),7) p9 引用文献全種共通参照

川 ・ け )

繁殖地から大きく離れることが少ないため、孤立した山塊ではみられなくなる場合もある。自分で巣穴を掘
るため、生息地となる樹林の好みは広いが、生息域の樹林が広く保全されることが望ましい。

8) 中村浩志,輪湖義治（1998）コガラParus montanus の貯食行動,山階鳥研報,20:21-36

© 公財)日本鳥類保護連盟
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ヤマガ
P il v i

)

ら る
7

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ ◎ 〇 採餌

休息
営巣

引 文

◎

【繁殖】
平地から山地の常緑広葉樹林や落葉広葉樹林に生息する。樹洞に営巣し、巣箱などの人工物も利用す
る。巣づくりでは、メスがコケを巣内に敷き詰め、産座にスギの皮や獣毛などを敷いてつくる。3～6月に、5
～8卵を産む。メスが抱卵し、約2週間で孵化、雌雄協力して餌を運び15～20日で巣立つ。

【採餌】
雑食性で、春から夏にかけては、チョウやハチの成虫・幼虫などの昆虫類が多く、秋から翌年の春にかけ
ては種子が主な餌となる。嘴が丈夫で固い果実でもこじ開けて食べる。秋から冬にかけて土中や樹皮の
隙間に木の実を隠す貯食を行う。

◎

川 形 依 3 )7

【生息域】 【利用環境】

分 )

朝鮮半島、日本、台湾に留鳥として分布する。世
界的には限られた地域に生息する種である。日
本では北海道、本州、四国、九州、沖縄まで全国
に留鳥として分布し、8亜種に分類されている。

全長約14～16cm。雌雄ともに頭は黒色で、額から頬と
胸は淡褐色。喉から胸に黒色の帯がある。背と腹はレ
ンガ色。上面は灰色または黒褐色である。繁殖期はツ
ツビーツツビーとゆっくりしたテンポでさえずる。地鳴き
はツェーツェー、ニーニーと鳴く。亜種オーストンヤマガ
ラは、体が大きく顔や頭の褐色が濃い。その他の亜種
は、本州のヤマガラと大きな違いはない。

り区分

留鳥

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

その他砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地

◎

標高1,000m以上の場所に生息する個体は、冬季になると標高の低い場所へ移動するが、それ以外は元
の場所に留まる。シジュウカラやヒガラ、メジロ等と混群を形成することもある。

【非繁殖期の生態】

◎
◎

◎

1),3),5),7) p9 引用文献全種共通参照

川 ・ る )

本種は、スギ植林や広葉樹の二次林にも生息しているが、樹洞のない環境では繁殖できないため、樹洞
の多いよく発達した広葉樹林を保全していく必要がある。

© 公財)日本鳥類保護連盟
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No. 176

ラ
i u  r 

)

ら る )

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ 〇 △ 採餌

休息
営巣

文

◎

【繁殖】
低山帯から亜高山帯の樹林で繁殖する。4～7月に一夫一妻で繁殖し、樹洞やキツツキの古巣にメスの
みが苔類や獣毛を運び込んで巣をつくる。巣箱を利用することもある。5～7月に5～8個の卵を産む。メス
のみが抱卵し、オスはメスに給餌する。卵は14～15日で孵化、オス・メスともにヒナに給餌し、ヒナは15～
16日で巣立つ。巣立後は、約2週間で独立する。

【採餌】
樹木の小枝や葉の多い樹冠部を動き回って採餌する。雑食性で、昆虫、クモ、果実、木の実などを食べ
る。木の幹の隙間に種子などの食物を貯蔵することもある。

〇

河川 の 依
【生息域】 【利用環境】

1

ユーラシア大陸のヨーロッパから東アジアの広い
範囲と、アフリカ北部に留鳥として分布する。日本
では北海道、本州、四国、九州に周年生息する。

全長約11cm。スズメより小さい。色彩はシジュウカラに
似るが、体が小さく下面中央部のネクタイのような黒色
の帯模様が無い。上面は灰色や黒褐色、下面は淡褐
色の羽毛で覆われる。頭と喉から胸にかけて黒色。頬
は白色。ツツピ、ツツピ・・・とさえずる。他のシジュウカラ
類も似たリズムでさえずるが、本種の鳴き声が最も甲高
い。 り区分

留鳥

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

その他砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地

〇

隣同士の個体が集まり、群れで行動するようになる。コガラなど他のシジュウカラ類と群れをつくることもあ
る。また、亜高山帯で繁殖した個体は標高の低い場所へ移動する。貯食を行うが、冬は生息場所を移動
することが多いため、コガラやヤマガラほど熱心に行わない。

【非繁殖期の生態】

◎
◎

〇

1),3),5) p9 引用文献全種共通参照

8) 中村登流,中村雅彦（1995）原色日本野鳥生態図鑑-陸鳥編-,保育社

9) 山口県（2002） レッドデータブックやまぐち《2002年版》山口県の絶滅のおそれのある野生生物

川 の ・ に け
かつての営巣地や越冬地でみられなくった地域もあり、樹洞の多いよく発達した樹林を保全することが望
ましい。

© 公財)日本鳥類保護連盟

 

 

No. 176

ラ
i u  r 

)

ら る )

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ 〇 △ 採餌

休息
営巣

文

◎

【繁殖】
低山帯から亜高山帯の樹林で繁殖する。4～7月に一夫一妻で繁殖し、樹洞やキツツキの古巣にメスの
みが苔類や獣毛を運び込んで巣をつくる。巣箱を利用することもある。5～7月に5～8個の卵を産む。メス
のみが抱卵し、オスはメスに給餌する。卵は14～15日で孵化、オス・メスともにヒナに給餌し、ヒナは15～
16日で巣立つ。巣立後は、約2週間で独立する。

【採餌】
樹木の小枝や葉の多い樹冠部を動き回って採餌する。雑食性で、昆虫、クモ、果実、木の実などを食べ
る。木の幹の隙間に種子などの食物を貯蔵することもある。

〇

河川 の 依
【生息域】 【利用環境】

1

ユーラシア大陸のヨーロッパから東アジアの広い
範囲と、アフリカ北部に留鳥として分布する。日本
では北海道、本州、四国、九州に周年生息する。

全長約11cm。スズメより小さい。色彩はシジュウカラに
似るが、体が小さく下面中央部のネクタイのような黒色
の帯模様が無い。上面は灰色や黒褐色、下面は淡褐
色の羽毛で覆われる。頭と喉から胸にかけて黒色。頬
は白色。ツツピ、ツツピ・・・とさえずる。他のシジュウカラ
類も似たリズムでさえずるが、本種の鳴き声が最も甲高
い。 り区分

留鳥

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

その他砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地

〇

隣同士の個体が集まり、群れで行動するようになる。コガラなど他のシジュウカラ類と群れをつくることもあ
る。また、亜高山帯で繁殖した個体は標高の低い場所へ移動する。貯食を行うが、冬は生息場所を移動
することが多いため、コガラやヤマガラほど熱心に行わない。

【非繁殖期の生態】

◎
◎

〇

1),3),5) p9 引用文献全種共通参照

8) 中村登流,中村雅彦（1995）原色日本野鳥生態図鑑-陸鳥編-,保育社

9) 山口県（2002） レッドデータブックやまぐち《2002年版》山口県の絶滅のおそれのある野生生物

川 の ・ に け
かつての営巣地や越冬地でみられなくった地域もあり、樹洞の多いよく発達した樹林を保全することが望
ましい。

© 公財)日本鳥類保護連盟
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シジ カ
ru min r

見 る )

7

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ○ ○ ○ 採餌

休息
営巣

文

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

分 )

北アフリカ、ヨーロッパからオホーツク海沿岸、中
近東、東南アジア、中国、サハリンなどユーラシア
大陸に広く分布する。日本では、北海道から沖縄
まで、小笠原諸島を除いて分布する。低地から山
地帯に生息し、西日本より、東・北日本の方が生
息密度が高い。

全長約14.5cm、スズメと同じくらいの大きさ。頭は黒色
で、頬の白色の模様が目立つ。胸から腹に黒色の太い
帯があることが特徴である。帯はオスの方が太い。繁殖
期のオスはツツピー、ツツピーとさえずる。樹木の多い
市街地から、山地まで幅広い環境に生息する。他のシ
ジュウカラ類も似たリズムでさえずるが、ヤマガラは濁っ
た声でゆっくりとヅーヅーピーと、ヒガラは甲高く早いテ
ンポでツピン、ツピンとさえずる。また、羽色や模様は大
きく異なり、ヤマガラは茶色と黒の色彩、ヒガラは白黒の
色彩で胸の黒色の帯が無い事で容易に区別できる。 り 分

留鳥

○

利 )

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

◎ ◎ ○
○

◎ ◎
○○

8) 百瀬浩,伊勢紀,橋本啓史,森本幸裕,藤原宣夫（2004）都市環境の広域的評価の指標種としてのシジュウカラ生息分布予測
モデル,ランドスケープ研究,67(5): 491-494

川 ・ に け
都市公園や住宅地でも生息しており適応力が高いことから、個体数が極端に減少する可能性は低い。
従って、特に都市部では、現存する樹林や餌場の維持が望まれる。

◎

1),2),3),5) p9 引用文献全種共通参照

1日の大半を採餌に費やす。春から夏のあいだは、樹上で昆虫類、特に鱗翅目の幼虫やクモ類を主食に
しているが、秋から冬にかけては主に地上で採餌し、落ち葉の下の昆虫類やクモ類を探すほか、草木の
種子や木の実も食べる。

【採餌】

通常、低地から山地の樹林で見られるが、市街地の樹木の多い公園や住宅地など、幅広い環境に適応
し繁殖している。つがいで繁殖のためのなわばりをもち、3月中旬～6月下旬に繁殖する。樹洞や巣箱な
どにコケや樹皮、絨毛などを運び入れて巣をつくり、７～10卵を産む。巣立ちしたヒナは約１か月で独立
するが、他の家族に混ざっていることもある。

【繁殖】

山地で繁殖していた個体は低地に移動する。繁殖期を終えた9月頃から十数羽までの小群で生活するも
のが多い。ヤマガラやヒガラ、ウグイス類、コゲラ、メジロなどと混群をつくり、行動を共にすることもある。通
常、樹林で生活するが、冬は河川のヨシ原などの草地でも見られることがある。

【非繁殖期の生態】

© 公財)日本鳥類保護連盟
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シ ウドウツバメ
Rip i ri ri

)

)

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 〇 〇 採餌 〇 ◎

休息
営巣

引用文

◎

【繁殖】
河川や湖の崖地、海岸の砂粒の多い土質の崖に穴を掘りコロニーを形成して繁殖する。大規模なコロ
ニーでは、何百もの巣穴が同一の崖にみられる。繁殖期は6～8月で年に2回、一夫一妻で繁殖する。雌
雄協力して、深いもので約1mの穴を掘り、中に獣毛、羽毛、枯れ草などを敷いて巣をつくる。3～5卵を産
み、雌雄交代で抱卵し、12～16日で孵化する。孵化後ヒナは約19日で巣立つ。巣穴が隣接していても、
親子を声で識別するため間違えて他のヒナに餌を与えることはないらしい。

【採餌】
昆虫食で、飛翔中のハエ、ウンカ、ミズムシなどの昆虫類を捕らえて食べる。

利 依 ) )

【生息域】 【利用環境】

1 )

ユーラシア大陸の亜寒帯から温帯の広い範囲と、
北アメリカの亜寒帯から温帯で繁殖、アフリカ大
陸、南アジア、東南アジア、南アメリカ大陸で越冬
する。日本では、夏鳥として北海道に渡来する。
春と秋の渡りの時期には本州以南を通過する。

全長約13cm。雌雄ともに上面が茶褐色で胸の上部は
褐色の帯がある。その他の下面は白色。尾羽は短く凹
型。ジュジュ・・・、チー、チューなどと鳴く。イワツバメは
似た大きさ・姿であるが、上面が黒く、胸の褐色の帯が
無いこと、腰が白色であることで区別できる。

旅鳥（夏鳥）

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

その他砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地

渡りの時期には大きな群れをつくる。繁殖を終えた成鳥は繁殖地を先に離れて渡りを開始し、幼鳥は成
鳥より遅れて渡りを開始する。日本で繁殖する個体群が、どこで越冬しているかはよくわかっていない。

【国内での利用環境】

◎
◎

〇 〇 △ △ △

1),3),5) p9 引用文献全種共通参照

8) 中村登流,中村雅彦（1995）原色日本野鳥生態図鑑-陸鳥編-,保育社

川 の ・ け
北海道の河川にはもともと、本種の営巣に適した崖が多かったが、河川改修や開発により繁殖場所が減
少している。繁殖場所である崖地の保全が必要である。

© 公財)日本鳥類保護連盟
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ス
ズ
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目

ツ
バ
メ
科

No. 181

シアカツバメ
Hi nd  u i  

) )

ら る 3)

7

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ ◎ 採餌 〇 ◎

休息
営巣

引用

◎

【繁殖】
海岸沿いから丘陵地の集落などに生息する。建造物の軒下に泥をはりつけ、とっくりを半分に切り、天井
に張り付けたような形の巣をつくる。コロニーで営巣することもある。繁殖期は5～8月、年に１回、稀に2回
繁殖する。4～7月に3～4卵を産み、主にメスが抱卵、19～20日で孵化する。雌雄共同で給餌し、ヒナは
孵化後約20日（28～31日とする文献もある）で巣立つ。

【採餌】
餌は空中を飛ぶ昆虫で、水田、草原、川、農耕地、湖沼、林縁などの上空を飛び回り、ハチ、ハエ、ア
ブ、トンボなどの昆虫類を捕食する。水面をかすめるようにしてに飛翔しながら水を飲んだり水浴びをす
る。冬季に残留している個体は、水辺に発生するユスリカなどを餌としている。

川 の 形 依 ) )9 10

【生息域】 【利用環境】

分 )

ヨーロッパから東アジアまで、ユーラシア大陸の温
帯で広く繁殖し、アフリカ、アジア南部へ渡り越冬
する。日本では、本州、四国、九州に夏鳥として
渡来し、繁殖する。西日本に多い。静岡県では越
冬する個体が確認されている。

全長約19cm。ツバメより少し大きい。雌雄ともに上面は
光沢のある黒色または紺色で、腰が赤さび色、下面は
白っぽい地に黒色の縦斑がある。尾羽は燕尾で長い。
チュルチュル、ジュジュジュ・・・などと鳴く。ツバメはひと
回り小さくて下面に縦斑はなく、腰が黒色。

分

夏鳥(留鳥）

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

◎

その他砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地

繁殖期以外は群れで生活し、奈良県で渡り前には高原のススキ草地でねぐらをとっていることが、静岡県
では河川のヨシ原で他のツバメ類と共に少数が越冬していることが確認されており、他の地域でも同様の
環境を利用しているものと考えられる。

【非繁殖期の生態】

◎
◎

〇 ◎ ◎ ◎ ◎

1),2),3),5) p9 引用文献全種共通参照

10) 二木務,神谷芳郎（2001）静岡県におけるショウドウツバメおよびコシアカツバメの越冬記録,Strix,19: 201-202

8) 中村登流,中村雅彦（1995）原色日本野鳥生態図鑑-陸鳥編-,保育社

9) 佐藤雅史（2000）コシアカツバメの秋期のねぐら,Strix,18: 141-143

川 ・ け )

ツバメと同様に市街地では営巣可能な建物、巣材料や餌を供給する湿地、池などを維持することが大切
である。都市域におけるビオトープづくり等は、本種をはじめとする都市内にも生息する鳥類の保全に寄
与するものと思われる。

© 公財)日本鳥類保護連盟
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ス
ズ
メ
目

ヨ
シ
キ
リ
科

No. 193

オオヨシキリ
A r c ph l ri t li

)

ら る 期
7

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ○ ◎ 採餌

休息
営巣

文

○ △
◎ ○

1),2),3),5) p9 引用文献全種共通参照

【採餌】
ヨシ原やその周辺の草原、水田などの中を、茎から茎に飛び移りながら餌を探し、長い脚で茎に横どまり
して首を伸ばして餌をとる。水面スレスレに飛んで、水上のアメンボなどを巧みにすくい取ることもある。雄
はさえずりの最中に餌を見つけると、さえずりをやめて空中に飛び出し、空中で餌を捕らえて元の茎に戻
る。ガやチョウの成虫と幼虫、ハナアブ、バッタ、甲虫、トンボなどの昆虫類や、クモ、カタツムリ、アマガエ
ルなどの小動物を採餌する。

【繁殖】
通常は年に１回繁殖するが、一部は2回繁殖することもある。巣は、密生した3～5本のヨシの茎の、地上
1mくらいの高さにコップ状の吊り巣を作る。メスはオスのなわばりに定着してから1週間～10日ほどで巣を
つくり、3～6卵を産む。産卵は4月下旬～７月上旬である。抱卵日数は12～14日、巣立ちまでの日数は13
～14日で、初卵の産卵から巣立ちまで約４週間かかる。造巣、産卵、抱卵、抱雛はすべてメスが単独で行
なう。一夫一妻の場合と一夫多妻の場合がある。

【繁殖期の生態】
繁殖地にはオスが先に飛来し、河岸、湖沼の岸、休耕田などのヨシ原になわばりをつくる。オスはなわば
り性が非常に強く、周囲を見渡せる場所でさえずる。さえずりは、朝夕に活発であるが、日中や夜間もさえ
ずる。その後、遅れて飛来したメスが、複数のオスのなわばりをまわり、気に入ったオスを選んでつがいと
なる。繁殖場所はヨシ原に大きく依存しており、水中からヨシが生え、高く密集した場所を好む。また、そ
のような場所では生息密度が高く、なわばりが密接してコロニーのようになる。ヨシが疎らなところでは営巣
しない。条件の良い場所になわばりを構えたオスは多妻となるようである。

の ・ 全に る
オオヨシキリは、ある程度規模の大きい密集したヨシ原でなければ営巣しないため、ヨシ原の残存に努め
る。初夏にヨシの刈り取りを行なう場合は、オオヨシキリの繁殖期に重複しないように時期を慎重に選ぶ必
要がある。既存のヨシ原の改変等を行なう場合は、近傍に代替ヨシ原の造成を検討することが望ましい。

◎
△

り 分

夏鳥

川 の ) )

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

◎

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

分 1 )

ユーラシア大陸の温帯、中国東部や沿海地方、
朝鮮半島で広く繁殖する種である。日本には夏
鳥として渡来し、北海道から九州までの全国で繁
殖する。冬は東南アジアへ渡る。

全長約18cm、スズメよりやや大きい。メスはオスより小さ
い。雌雄ともに上面はオリーブ色がかった茶褐色であ
る。繁殖期のオスはヨシの穂先など目立つ場所にとま
り、ギョギョシ、ギョギョシ、ケケシ、ケケシなどと終日さえ
ずり、夜も鳴く。さえずっている時は、口の中の橙赤色
がよく目立つ。コヨシキリはオオヨシキリよりも小型で、さ
えずりの音程が高い。

© 公財)日本鳥類保護連盟
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ジ
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科

 

 

No. 236
No 1

ホオジ
E riz i i

れ )

3 7

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ ◎ ◎ 採餌

休息
営巣

引 文

天山山脈、南シベリア、モンゴル、アムール地方、
ウスリー地方、中国東北地区、中国東部、朝鮮半
島、日本などで繁殖し、北の地方のものは冬にや
や南に移動する。日本では北海道から屋久島ま
で、主に留鳥として分布する。北海道や東北地方
北部、積雪のある山地のものは冬、関東以南の暖
地や標高の低い平地に移動する。

分

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

全長約17cm。スズメより少し大きい。オスの顔は白色と黒色
の縞があり、頬が白色。メスの顔は茶褐色の縞がある。雌
雄ともに体は赤みのある茶色。地鳴きはチチッ、チチッと2
連音であるが、さえずりはチッチー、ピーツツ、チチなどと
鳴く。越冬期は、似た姿のカシラダカやホオアカと同所で
見られることがある。カシラダカは、下面の色が汚白色で、
胸に褐色の帯があり、地鳴きが短音（チッ、チッ）であること
で区別できる。ホオアカは、頬が赤茶色で下面が白地に黒
色と茶色の帯があることで見分けられる。 り 分

留鳥(夏鳥）

△

川 利 依 )

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

○
○

◎ ○

【非繁殖期の生態】
関東以南では、平地のつがいは冬も同じなわばりにとどまる。近くの山地にすむ個体は、地上が雪に覆わ
れると日中だけ低地に降り、北方からの渡りの個体と合流して群れで過ごす。群れはつがいのなわばりに
侵入して採餌する。侵入した群れがなわばりから去ってもつがいはそこに残る。

川 ・ に け

1),2),3),5) p9 引用文献全種共通参照

原生林の伐採、スキー場やゴルフ場の開発、休耕田対策などにより、ホオジロの生息に適した環境はむし
ろ増加傾向にある。河川敷では草地や藪などを保全することが望ましい。

○

【採餌】
草本の種子、落穂、昆虫などを食べる。二足飛び（ホッピング）で藪や地上を小刻みに移動して餌をつい
ばんだり、草の穂から種子をむしったりする。繁殖期以外はイネ科の草の種子を食べるが、繁殖期には昆
虫の幼虫なども採餌し、ヒナに運ぶ餌もほとんど昆虫類である。ホオジロの嘴は、地上に落ちている小さな
種子を拾い取り、種皮をむいて食するのに適している。

【繁殖】
林縁の草地や疎林、農耕地などに、つがいで１haほどのなわばりをつくり一夫一妻で生活する。本州中部
では、4月下旬から8月中旬に繁殖するが、9月下旬までヒナを育てる地方もある。地上の草陰や低木の枝
の上に、イネ科植物の茎や細根などでお椀型の巣を作り、3～5卵を産む。巣作りはメスだけで行うが、ヒナ
が孵化するとオスも給餌に参加する。

○◎ ◎
◎ ◎ ○ ○

メスオス

© 公財)日本鳥類保護連盟

 

 

No. 236
No 1

ホオジ
E riz i i

れ )

3 7

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 ◎ ◎ ◎ 採餌

休息
営巣

引 文

天山山脈、南シベリア、モンゴル、アムール地方、
ウスリー地方、中国東北地区、中国東部、朝鮮半
島、日本などで繁殖し、北の地方のものは冬にや
や南に移動する。日本では北海道から屋久島ま
で、主に留鳥として分布する。北海道や東北地方
北部、積雪のある山地のものは冬、関東以南の暖
地や標高の低い平地に移動する。

分

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

全長約17cm。スズメより少し大きい。オスの顔は白色と黒色
の縞があり、頬が白色。メスの顔は茶褐色の縞がある。雌
雄ともに体は赤みのある茶色。地鳴きはチチッ、チチッと2
連音であるが、さえずりはチッチー、ピーツツ、チチなどと
鳴く。越冬期は、似た姿のカシラダカやホオアカと同所で
見られることがある。カシラダカは、下面の色が汚白色で、
胸に褐色の帯があり、地鳴きが短音（チッ、チッ）であること
で区別できる。ホオアカは、頬が赤茶色で下面が白地に黒
色と茶色の帯があることで見分けられる。 り 分

留鳥(夏鳥）

△

川 利 依 )

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

○
○

◎ ○

【非繁殖期の生態】
関東以南では、平地のつがいは冬も同じなわばりにとどまる。近くの山地にすむ個体は、地上が雪に覆わ
れると日中だけ低地に降り 北方からの渡りの個体と合流して群れで過ごす。群れはつがいのなわばりに
侵入して採餌する。侵入した群れがなわばりから去ってもつがいはそこに残る。

川 ・ に け

1),2),3),5) p9 引用文献全種共通参照

原生林の伐採、スキー場やゴルフ場の開発、休耕田対策などにより、ホオジロの生息に適した環境はむし
ろ増加傾向にある。河川敷では草地や藪などを保全することが望ましい。

○

【採餌】
草本の種子、落穂、昆虫などを食べる。二足飛び（ホッピング）で藪や地上を小刻みに移動して餌をつい
ばんだり、草の穂から種子をむしったりする。繁殖期以外はイネ科の草の種子を食べるが、繁殖期には昆
虫の幼虫なども採餌し、ヒナに運ぶ餌もほとんど昆虫類である。ホオジロの嘴は、地上に落ちている小さな
種子を拾い取り、種皮をむいて食するのに適している。

【繁殖】
林縁の草地や疎林、農耕地などに、つがいで１haほどのなわばりをつくり一夫一妻で生活する。本州中部
では、4月下旬から8月中旬に繁殖するが、9月下旬までヒナを育てる地方もある。地上の草陰や低木の枝
の上に イネ科植物の茎や細根などでお椀型の巣を作り 3 5卵を産む。巣作りはメスだけで行うが ヒナ
が孵化するとオスも給餌に参加する。

○◎ ◎
◎ ◎ ○ ○

メスオス

© 公財)日本鳥類保護連盟
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No. 238
No 1

カシラダカ
b r z ru ti

3 6 9

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 〇 ◎ 採餌

休息
営巣

引用文

〇

【採餌】
他のホオジロ類と同様、地上を小刻みに跳ね歩いて移動しながら、落ちている草の種子を採餌する。

〇〇 ◎ 〇 〇

【非繁殖期の生態】
秋には山地の明るい林や林縁に群れでいることが多く、冬には平地の雑木林、林縁、農耕地、河原などに
生息し、林と農耕地が接しているところに多い。十数羽から数十羽、ときには数百羽の群れで生活する。群
れのまとまりは弱く、驚くと1羽ずつバラバラな方向に飛び立って近くの枝に止まる。

河川 の に る )

農耕地や河川敷などの開けた場所と雑木林が隣接するような、湿性の環境を維持する必要がある。冬季
のヨシ原はねぐらとして利用されるので、残存していることが望ましい。

〇〇

1),2),3),5) p9 引用文献全種共通参照

〇 ◎

川 依 )

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

分 )

ユーラシア大陸中北部からカムチャツカ半島まで
の地域で広く繁殖し、中国、朝鮮半島南部、日本
などに渡り越冬する。日本には、アナディール地
域からカムチャツカで繁殖したものが渡来し、本
州、四国、九州で越冬する。

全長約15cm。スズメと同じくらいの大きさ。背中の色がス
ズメによく似た、短い冠毛のある鳥で、オスの夏羽では
額から後頭は黒色、背面が赤褐色で淡褐色と黒色の縦
斑がある。外側尾羽は白色。下面は汚白色だが、胸の
上部と脇に褐色の縦斑がある。冬羽とメスは全体に色が
淡い。チッチッと弱い声で鳴く。冬羽のオスやメスは、ミ
ヤマホオジロのメスに似るが、本種の腰には褐色の模様
が有るが、ミヤマホオジロには無い点で区別できる。 り 分

冬鳥

冬 © 公財)日本鳥類保護連盟

 

 

 

 

 

No. 238
No 1

カシラダカ
b r z ru ti

3 6 9

区分 上流 中流 下流 区分 干潟 水域
生息 〇 ◎ 採餌

休息
営巣

引用文

〇

【採餌】
他のホオジロ類と同様、地上を小刻みに跳ね歩いて移動しながら、落ちている草の種子を採餌する。

〇〇 ◎ 〇 〇

【非繁殖期の生態】
秋には山地の明るい林や林縁に群れでいることが多く、冬には平地の雑木林、林縁、農耕地、河原などに
生息し、林と農耕地が接しているところに多い。十数羽から数十羽、ときには数百羽の群れで生活する。群
れのまとまりは弱く、驚くと1羽ずつバラバラな方向に飛び立って近くの枝に止まる。

河川 の に る )

農耕地や河川敷などの開けた場所と雑木林が隣接するような、湿性の環境を維持する必要がある。冬季
のヨシ原はねぐらとして利用されるので、残存していることが望ましい。

〇〇

1),2),3),5) p9 引用文献全種共通参照

〇 ◎

川 依 )

【生息域】 【利用環境】
砂礫地 草地 河畔林 水田 畑地 その他

IUCN 種の保存 環境省 都道府県

分 )

ユーラシア大陸中北部からカムチャツカ半島まで
の地域で広く繁殖し、中国、朝鮮半島南部、日本
などに渡り越冬する。日本には、アナディール地
域からカムチャツカで繁殖したものが渡来し、本
州、四国、九州で越冬する。

全長約15cm。スズメと同じくらいの大きさ。背中の色がス
ズメによく似た、短い冠毛のある鳥で、オスの夏羽では
額から後頭は黒色、背面が赤褐色で淡褐色と黒色の縦
斑がある。外側尾羽は白色。下面は汚白色だが、胸の
上部と脇に褐色の縦斑がある。冬羽とメスは全体に色が
淡い。チッチッと弱い声で鳴く。冬羽のオスやメスは、ミ
ヤマホオジロのメスに似るが、本種の腰には褐色の模様
が有るが、ミヤマホオジロには無い点で区別できる。 り 分

冬鳥

冬 © 公財)日本鳥類保護連盟
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